Windows Vista で FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 
FOMA PC 設定ソフトを利用しないで通信する 
AT コマンド . 


■パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA D 90 日 i でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をは 
じめ、 CD - ROM 内の 「 FOMA 通信設定ファイル」 「 F 日 MA PC 設定ソフト」のインス! 

ル方法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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—夕通信について 


FOMA 端末の通信形態は、パケット通信、 64 K データ 
通信、データ転送の3つに分類されます。 

• FOMA 端末は FAX 通信や Remote Wakeup には対 
応していません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA 「 musea」fsigmarion 
n 」「 si 旨 marionin 」 と接続してデータ通信を行えま 
す。 musea 、 si 旨 mari 日 nn を利用する場合は、アッ 
プデートび必要です。アップデートなどの詳細につ 
いては、ドコモのホームページをご覧ください。 

-海外でパケット通信を行ラ場合は IP 接続で行って< 
ださい （ PPP 接続ではパケット通信でさません)。 

• 海外では、 64 K データ通信はご利用になれません。 

■ パケット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるので、メー 
ルの送受信など、比較的少ないデータ量を高速で送 
受信するのに適しています。ネットワークに接続し 
ていてを、データを送受信していないとさには通信 
料びかからないので、ネットワークに接続したまま 
必要なとさにデータを送受信するといラ使いかた 
びでさます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U 
など、 FOMA のパケット通信に対応したアクセスポ 
イントを利用して、受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 
384 kbps の高速パケット通信び巧能です。通信環 
境や混雑状況の影響により通信速度び変化するべ 
ストエフオートによる提供です。 

画像を含むホームページの閲覽、データのダウン 
□ー ドなどデータ量の多い通信を行ラと、通信料び 
高額になりますのでごミち意ください。 

• FOMA 八イスピードエリア外や m 日 pe 旧など 
HIGH-SPEED に対応していないアクセスポイント 
に接続するとき、またはドコモの PDA rmuseaj 
「 si 呂 mari 日 n n 」 fsigmarion in J など HIGH-SPEED 
に対応していない機器をご利用の場合は、送受信と 
もに最大 384 kbps での接続になります。 

■ 巨 4 K データ通信 

データ量に関係なく、ネットワークに接続している 
時間の長さに応じて課金されるので、マルチメディ 
アコンテンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量 
の多い送受信を行ラのに適しています。ドコモのイ 
ンターネツト接続ヴービス mopera U / mopera な 
ど、 FOMA 目 4 K データ通信に対応したアクセスポ 
イント、またはに DN 同期目 4 K アクセスポイントを 
利用します。 

長時間にわたる通信を行ラと、通信料び高額になり 
ますのでご注意ください。 


■ データ輯送 

電話帳やメール、ブックマークなどの各種データを 
転送/交換する、課金び発生しない通信形態です。 

-赤外線通信/に通信でを、他の FOMA 端末や携帯 
電話、パソコンなどとデータ転送でさます。 


ご使用になる前に 


動作損境について 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、 
ソ下のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体※ 1 

PC / AT 互換機 

0 S 《2 

Windows 2000 、 Windows XP 、 
Windows Vista (各日本語版） 

必要メモリ 

Windows 2000:日 4 M バイト攻上 
Windows XP :1 28 M バイト攻上 
Windows Vista :已1 2 M バイト攻上 

八ードディスク 容量 

已 M バイトじ(上の空さ容量 


《 ] : US 目ポート （ US 目仕様]. 1/2.0 に準拠)び必要です。 
《2 : 0 S アップグレードからの動作は保証対象外です。 


• 動作環境によってはご使用になれない場合びあります。 
また、上記の動作環境政外でのご使用や 0 S アップグ 
レードによる問い合わせおよび動作保証は、当社では責 
任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

•「FOMA D 90 团 CD - ROM 」 画面び動作する推奨環境は 
Microsoft Internet Explorer 日.0攻降※]です。 CD - 
ROM をセットしても 「FOMA D 90 已 i CD - ROM 」 画 
面び表示されない場合は次の手順で操作して<ださい。 

① [スタート] 一「マイコンピュータ」をクリック 

• Windows 2000の場合：デスクトップの「マイコ 
ンピュータ」をダブルクリック 

• Windows Vista の場合：@ (スタート）一「コン 
ピュータ」をクリック 

② CD - ROM アイコンをちクリックー r 開く」をクリック 

③ 「index ( index . html ) J をダブルクリック 

: Windows Vista の場合、推奨環境は 
Microsoft Internet Explorer 7.0攻降です。 


警告 画面び表示された場合 

付属の CD - ROM をパソコンにセットすると、下記のよ 
ラな警告画面び表示される場合びあります。この警告 
は 、 Microsoft Internet Explorer のセキュ U テイの設 
定によって表示されますび、使用には問題ありません。 
[はい]をク U ックしてください。 
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つづく ► 














• 画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使 
いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 



• Windows Vista の場合、付属の CD - ROM をパソコ 
ンにセツトすると自動再生画面び表示されることび 
あります。 

「 rune 11132 . exe の実行」をクリックしてください。 


化要な機器について 


FOMA 端末とパソコンな外に!;のノ\ー ドウエア、ソ 
フトウエアを使います。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル0 ] (別売）ま 
たは FOMA USB 接続ケーブル（別売） 

• 付属の CD - ROM「FOMA D 90 己闲 CD - ROM 」 


おし5せ 


• パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異な 
るため使用できません。本書では、 FOMA 充電機能付 
US 目接続ケーブル0 ] の場合で説明してます。 

• USB HU 目を使用すると、正常に動作しない場合びあり 
ます。 


ご利用時の留意事項 


イジターネットサービスプロバイダの 
利用料について 


パソコンからインターネットを利用する場合は、通常ご 
利用になるインターネットサービスプ□バイダ（じ(降、 
プ□バイダ）に対する利用料が必要です。この利用料 
は、 FOMA ヴービスの利用料とは別に直接プ□バイダ 
にお支払いいたださます。利用料の詳しい内容について 
は、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U / 
mopera をご利用いただけます 。 mopera U は、お申 
し込みび必要（有料）です。ブ□ー ドバンド接続な 
どに対応し、使用した月だけ月額使用料びかかるプ 
ランもございます。また、 mopera は、お申し込み不 
要、月額使用料無料です。今すぐインターネットに 
接続でさます。利用料などの詳細については、ドコ 
モのホームページをご覧ください。 


接続巧（プロバイダなど）の設定について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なりま 
す。パケット通信を行うときは FOMA のパケット通信 
に対応した接続先、 64 K データ通信を行ラとさは 
FOMA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の 
接続先をご利用ください。 


• PIAFS などの PHS 64 K /32 K データ通信や DoPa 
のアクセスポイントには接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザー認証 
にごいて 


接続先によっては、接続時にユーザー認証が必要な場 
合があります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤ 
ルアップネットワークで ID とパスワードを入力して接 
続してください。 ID とパスワードはプ□バイダまたは 
社内 LAN など接続先のネットワーク管理者から付与さ 
れます。詳しい内容については、プ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 


パソコンのブラウザを利用しての 
アクセス認証について 


FirstPass (ユーザ証明書）の認証を行う場合は付属 
の CD - ROM から FirstPass PC ソフトをインス I -- ル 
し、設定してください。詳しくは付属の CD - ROM 内の 
r 簡易操作マニュアル （ FirstPassManual . p が)」をご 
覧 ください。 


パケツト通信および 64 K データ通信のを件 


FOMA 端末で通信を行うには、次の条件が必要です（日 
本国内の場合)。 

• FOMA サービスエリア内であること 
•パケット通信の場合、接続先び FOMA のパケット通 
信に対応していること 

•日 4 K データ通信の場合、接続先び FOMA 目 4 K デー 
夕通信、またはに DN 同期目 4 K に対応していること 
ただし、上記の条件が整っていてち、基地局が混雑し 
ていたり、電波状況が悪かったりする場合は通信でさ 
ないことがあります。 


データ通信の用語集 

• 管理ち権限 

0 S のシステムなどすべてにアクセスでさる権限の 
こと。 

1台のパソコンに最低]人は、パソコンの管理ち権 
限を持つユーヴーび設定されています。通常、パソ 
コンの管理者権限びないユーヴーは、ドライバ、ソ 
フトなどのインストールおよびアンインストールび 
でさません。 

• APN (Access Point Name ) 

パケット通信で接続するプ□ノくイダなどを識別する 
文ぞ列 。 mopera U は 「 mopera . net 」 か 、 mopera 
は 「 mopera . ne . jp 」 び APN となります。 

• cid に ontext Identifier ) 

パケット通信の接続先 ( APN ) を FOMA 端末へ書さ 
込むとさの登録番号。 FOMA 端末では ] から] 0ま 
での10件び使えます。 

お買い上げ時 、 cid ] には 「 mopera . ne . jp 」、 cid 3 
には rmopera . net 」 び登録されています。 
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パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通信また 
は 64K データ通信を利用する場合の準備は次のような 
流れになります。 


FOMA 通信設定ファイルについて 


FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行うに 
は、付属の CD-ROM から FOMA 通信設定ファイルをイ 
ンストールする必要があります。 


① FOMA 通信設定ファイルのインスIルか P4 

② パソコンと FOMA 端末の接続か P3 
⑤ FOMA 通信設定フアイルの確認已 


FOMA PC 設定ソフトのインスIル 

• Windows XP、Windows 2000が P6 

• Windows Vista *P16 


(かんたん設定） 

パケット通信設定 
•mopera U / mopera 

• Windows XP、 
Windows 2000 
•P 日 

• Windows Vista 
‘•PI7 

•その他のプ□バイダ 

• Windows XP、 
Windows 2000 
が P9 

• Windows Vista 
: fPl 日 


(かんたん設定） 

64K データ通信設定 
•mopera U / mopera 

• Windows XP、 
Windows 2000 
‘•PIO 

• Windows Vista 
‘•PI9 

•その他のプ□バイダ 

• Windows XP、 
Windows 2000 

が PI1 

• Windows Vista 
が 20 


通信実行 

• Windows XP、Windows 200 0-^Pl2 

• Windows Vista *P21 
切断 

• Windows XP、Windows 200 0-^Pl3 

• Windows Vista 1 


FOMA PC 設定ソフトを使わない通信の設定が P23 


FOMA PC 設定ソフトについて 


付属の CD-ROM から FOMA PC 設定ソフトをパソコ 
ンにインス!ルすると、 FOMA 端末とパソコンを接 
続して、パケット通信または 64K データ通信を行ラた 
めに必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操 
作でさます。 


インストール/アンインストール前のミち意点 


• FOMA 通信設定ファイルや FOMA PC 設定ソフトを 
インストール/アンインス!-ールするとさは、必ず 
パソコンの管理者権限を持ったユーヴーで行ってく 
ださい。それ]; I 外のユーヴーで行ラとエラーになる 
場合びあります。 Windows Vista の場合、「ユーヴー 
アカウント制御」画面び表示されたとさは「許可」ま 
たは「続行」をクリックしてください。パソコンの 
管理者権限の設定操作については、パソコンの取扱 
説明書をご覧になるか、をパソコンメーカーやマイ 
ク□ソフト社にお問い合わせください。 

•操作を始める前に、稼動中の他のプ□グラムびない 
ことを確認してください。稼動中のプ□グラムび 
あった場合は、プ□グラムを保を、終了させた後に 
行ってください。 


パ y コタと FOMA 端末を接続ずる 


接続が P30/ 切断が P31 


パソコンと FOMA 端末は、電源び入つている状態で接 
続してください。 

• 接続前に必ず FOMA 通信設定ファイルをインス I -一 
ルしておいてください。 【♦P4 



通信モードに設定ずる 


US 目モード設定で 「 micraSD モード」または 「MTP 
モード」に設定している場合は、「通信モード」に設定 
して < ださい。 

① (§)► LifeKit ►回 回 ►回 ►はい 
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FOMA 充電機能付 US 目接続ケーフル 01 (別売）を 
使って接続します。 

〇 FOMA 端末のが部接続端子の端子キャツプを開 

< 

0 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01 の 
FOMA 端末側コネクタを、「カチツ」と音びす 
るまで FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
〇 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01 のパ 
ソコン側コネクタを、パソコンの USB コネクタ 
に差し込む 

•パソコンと FOMA 端末を接続すると、 FOMA 端末 
の画面に因び表示されます。 FOMA 通信設定ファ 
イルのインストール前には因は表示されません。 
• FOMA 通信設定ファイルのインストール前に接続 
すると、新しい八ードウエアの検出ウィヴード画 
面び表示されます。その場合は、 FOMA 端末を取 
り外し、ウィヴード画面で[キャンセル]をクリツ 
クして、終了してください。 



■ 取り外しかた 

パソコン側コネクタはそのまま引さ抜きます。 
FOMA 端末側コネクタは、必ず U U —スボタンを押 
しなびら水平に引さ抜いてください。無理に引っ張 
ると故障の原因となります。 

♦ データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
0 ] を取り外したり、 FOMA 端末に衝撃を与えないでく 
ださい。充電やデータ通信の切断、パソコンや FOMA 
端末の誤動作や故障、データ消失の原因となります。 


操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール 
前の注意点」をお読みください。 か P 3 

• FOMA 端末は操作]〜4を行った後にパソコンに接 
続してください。 

例 Windows XP の場合 

1 付属の CD - ROM をパソコンにセット 

「FOMA D 90 己 i CD - ROM 」 画面び表示されます。 


2 [データリンクソフト•各種設定ソフト] ► 
[ FOMA 通信設定ファイル ( USB ドライ 
パ) J の r インストール J をクリック 



巧を巧活とバソコンを US 日ケープルで巧括して溫ミするための‘刀トウエアです。 

X 巧帯巧挂とバ V コンの巧巧には、別売の 「 FOMA 冗巧视佑巧 USB 巧待ケーブ 
ル01ほたは rFOMA USB 巧巧ケ—ブル J びと’罢です • 


xr インストール J だのックすると、たキュリティの宙告函面び呆モされる巧をが 
あります。木ま苗れ 1 お met Explor がの t キユリティの巧ちこよって表示されま 
すが、ごほ用こは巧结ごさいませんので、契巧してください。 


【インスト-ルキ顯】 

を巧を巧話とバソコンとは、まだケープルで巧席しないでください。 

な r インスト—ル J かックほ、巧いた乃•ルダの中から rFOMAin が. exej をかック 
してインストールを実巧してください* 

な FOMA 巧な巧をファイルインストール巧了法、窃いて FOMA バイトカウンタのイ 
ンストルび巧妃されます。 FOMA バイトカウン》の择抽3本べージ巧のの MAM ’ 
イトカウンタの*目をご争県.ください* 

■ インストー J レ 



3 FFOMAinst ( FOMAinst . exe ) J をダブ 
ルクリック 



FOMAinstexe 



FOMA 通信設定ファイルをインストールする 


NTT DoCoMo CD-ROM 


芭妒 


WA エンターテイメント 
グッール 

ム データリンクソフト- 
^ を巧巧定ソフト 

巧扱巧巧 S 

!い… 

インターネット法な 



FOMA® 

D905i 


CD-ROM 


接続のしかた 



卜•をな S 定ソ’ 


FOMA 通信設定ファイルをインストー 
J レずる 
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つづく ► 


















































q [インストール開始]をクリック 



FOMA をパソコンに接続する旨の画面び表示され 
ます。 

5 FOMA 端末をパソコンに接続するか P 3 

FOMA 通信設定フアイルのインス I -一 J レび完了する 
と、 FOMA バイトカウンタをインス!-ールする旨の 
確認画面び表示されます。 

• FOMA 端末は電源び入った状態で接続してくだ 
さい。 

0 [インストールする（推奨)]をクリックする 



• FOMA バイトカウンタをインストールしないと 
きは[完了]をク U ックします。 

7 [ FOMA バイトカウンタセットアップへよ 
うこそ J 画面で[次へ]をクリック 

3 r ミち意事頃 J を確認 ► じ夕へ] をク、 J ック 

Q r ほ用許諾契約 J を確認 ►契約 内容に同意す 
る場合は r ほ用許諾契約の全祭項に同意しま 
す J を選が ► [次へ] をク、 J ック 

IP インス!^ール巧を確認 ► じ夕へ]をクリック 

W [インス!ル] をクリック 

12 [完了]をクリック 

13 [ OK ] をクリックし、ご利用にあわせて才 
プション設定を巧ラ 

• オプション設定の方法や、 FOMA バイトカウンタ 
の使い方については、 「 FOMA バイトカウンタ操 
作マニュアル」をご覧ください。 

•「 FOMA 通信設定ファイルを確認する」に進み、イ 
ンストールされたデバイス名を確認してくださ 
い。 

操作巨で表巧をれた [ FOMA ドライバイン 
ス I ルツール J 画面で院了]をクリック 


おし6せ 


• インストールには数分かかることびあります。 

• Windows を再起動する旨の画面び表示されたときは、画 
面の指示に従い、再起動して<ださし、。 

• FOMA 通信設定ファイルのインス I -ール前にパソコンと 
FOMA 端末を接続すると、自動的に別のドライバびイン 
ストールされる場合びあります。その場合、操作2でアン 
インス I -ールする必要びある旨のメッセージび表示され 
ます。画面の指示に従ってアンインス!-ールしてから 
FOMA 通信設定ファイルをインス I -ールしてください。 


FOMA 通信設定ファイルを確認する 


FOMA 端末がパソコンに正しく認識されない場合、設 
定および通信はでさません。 

例 Windows XP の場合 

1 [スタート]一[コント□—ルパネル J 一 [パ 
フォーマンスとメンテナンス]^ [システ 
ム] をク、 J ック 

「システムのプ□パティ」画面び表示されます。 

■ Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「設定」一「コント□-ルパ 
ネル」をクリック 
③「システム」をダブルクリック 

■ Windows Vista の場合： 

の@(スタート）一「コント□—ルパネル」一 
「システムとメンテナンス」一「デバイスマ 
ネージャ」をクリック ►操作 3 

2 [八ードウエア]タブをクリック ► [デバイ 
ス 7 ネー ジャ] をク、 J ック 

「デバイスマネージャ」画面び表示されます。 

3 各デバイスの種類をダブルクリック ► イン 
ストールされたデバイスちを確認する 

次表のデバイス名びすべて表示されることを確認 
します。 


デバイスの種類 

デバイス名 

ユニバーサルシリアル 
バスコント□—ラまた 
は USB (Universal 
Serial Bus ) コント 
□—ラ 

FOMA D 90 已 i 

ポートに 0 M と LPT ) 

• FOMA D 90已 i Command 

Port ( COMx ) 

• FOMA D 90 已 i OBEX Port 
に OMx ) 

モデム 

FOMA D 90 已 i 


《 ] : COMx の X はお使いのパソコンによって異なります。 
























FOMA 通信設定ファイルをアンインストール 
する 


操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール 
前のま 意 点」をお読みください。ホ P 3 
アンインス!-ールをする前に、必ずパソコンから 
FOMA 端末を取り外してください。 

例 Windows XP の場合 

1 [スタート] 一 r コント□—ルパネル J 一 r プ 
□グラムの追加と削除 J をクリック 

■ Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「設定」一「コント□-ルパ 
ネル」をクリック 

③ r アプリケーションの追加と削除」をダブル 
クリック 

■ Windows Vista の場合： 

①©(スタート）一「コント□—ルパネル」一 
「プ□グラムのアンインストール」をクリッ 
ク 

2 [FOMA D 90 已 i USBJ を選択 ► 醒更と 
削除]をクリック 

■ Windows 2000の場合： 

① 「FOMA D 日〇已 i USBJ を選択 ► [変更と削 
除]をクリック 

■ Windows Vista の場合： 

① 「FOMA D 日〇已 i USBJ を選択 ► 「アンイン 
ストールと変更」をクリック 

3 プログラムちを確認して[はい]をクリック 

FOMA 通信設定ファイルびアンインストールされま 
す。 

[ OK ] をクリック 


Windows XP、Windows 2000で 
FOMA PC 醜ソフトを利用して通信する 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関するさまざまな 
設定び必要です 。 FOMA PC 設定ソフトを使うと、簡 
単な操作で次の設定びできます。 

■ かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 FOMA データ通信 
用ダイヤルアップの作成」を行います。 

■ 通信設定最適化 

Windows XP、Windows 2000を使用する場合 
「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン 
内の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に 
活用するには、通信設定の最適化び必要です。 


■ 接続先 （ APN ) の設定 

「パケット通信」を行う際に必要な「接続先 ( APN ) 
の設定」を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、目 4 K データ通信 
と異なり、通常の電話番号は使用しません。あらかじ 
め接続先ごとに、 FOMA 端末に APN と剛ずれる接続 
先名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続先電話蚕 
号欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cicM に 
は 、 mopera の接続先 ( APN )「 mopera . ne . jp 」 び、 
cicl 3 には 、 mopera U の接続先 ( APN )「 mopera . net 」 
び登録されていますび、その他のプ□バイダや社内 
LAN に接続する場合は接続先 ( APN ) の設定び必要 
になります。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ルする 


• FOMA PC 設定ソフト Version 4.0 .0 より前のちい 
バージョン似降、旧 「FOMA PC 設定ソフト」）び 
インストールされている場合には、あらかじめ旧 
「FOMA PC 設定ソフト」をアンインストールしてく 
ださい。パージョンは 、 FOMA PC 設定ソフトの「メ 
ニュー」一「バージョン情報」で表示でさます。 

•お使いのパソコンに、本機種より前に発売された 
FOMA 端末に付属の 「 W - TCP 環境設定ソフト」や 
「 FOMA データ通信設定ソフト」びインス I ルされ 
ている場合は、 それらのソフトをアンインス I -ール 
して < ださい。 

• FOMA PC 設定ソフトを再インストールする場合は、 
あらかじめインストール済みの FOMA PC 設定ソフ 
卜をアンインス I -ールしてください。 

•操作の前に、必ず「インストール/アンインストー 
ル前のミ主意点」をお読みください。 < fP 3 

例 Windows XP の場合 

1 付属の CD - ROM をパソコンにセット 

「FOMA D 90 己 i CD - ROM 」 画面び表示されます。 



2 [データリンクソフト•各種設定ソフト]を 
ク U ツク 
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つづく ► 



































rFOMAPC 設定ソフト J の r インストール J Q プ□グラムフォルダのフォルダちを確認し 
をクリック て[巧へ]をクリック 


「インストール」をクリックすると、下記のよ 
ラな警告画面び表示される場合びあります。こ 
の警告は 、 Microsoft Internet Expl 日 rer のセ 
キュ U ティの設定によって表示されますび、使 
用には問題ありません。画面はお使いのパソコ 
ンの環境によって異なる場合びあります。 

• 「ファイルのダウン□-ドーセキュリティの 
警告」画面び表示された場合 
[実行] ( Wind 日 WS 2000では[開く])を 
ク U ックしてください。 



•「Internet Explorer —セキユリテイの警 
告」画面び表示された場合 

[実行する]をク U ックしてください。 



[巧へ]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約び表示され 
ます。 

内容を確認の上、契約内容に同意する場合は 
[はい ]をクリック 


r タスクトレイに常駐する J を選択して[次 
へ]をクリック 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適 
化」び常駐します。 

• インストール後に常駐の設定は変更でさます。 



二-スた最も巧したセットアブフ,タイフろ进おしてください。 
巧悟試定最適化をタスクトレイに制巧せますか？ 
囚微 巧 - ド防假销 il l 眾 





つでゲラムフオルが(己)： 



0 [完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。 
-このままを種設定を始められます。 


•インス!-ールの途中で[キャンセル]や[いいえ]をク 
U ックしたとさは、インストールを中断する確認画面び 
表示されます。インストールを継続する場合は[いいえ] 
をク U ックしてください。中断する場合は[はい]をク 
U ックし[完了]をク U ックしてください。 


かんたん設定でパケツト通信を設定する 


設定は FOMA 端末をパソコンに正しく接続してから 
行ってください 。 fPS 


FOMA PC 設定ソフトを起動ずる 


例 Windows XP の場合 

1 [スタート]^ ^すべてのプ□グラム J ^ 
[FOMA PC 設定ソフト J 一 [FOMA PC 
設定ソフト J をクリック 


■ Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「プ□グラム」一 「FOMA PC 
設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」を 
クリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。 







〔く戻る(皆いへ邮> 



巧ちモ (APN> 設定 


FOMA の J {ケット巧情速度ぞ最ホ巧Iこ発巧するため 
に J むコン巧の斌言設ミ伽- TCP 設忠ぞを郝ヒしま 

) けット谢訪行う瞧Iこぶ里な括続を (AP のの試定 
を巧います。 


がて - J 


つづく ► 


インストール巧を確認してじ夕へ]をクリツ 
ク 

















































mopera U / mopera を利用ずる場合 


• その他のプ□バイダの場合 か P 9 
例 Windows XP の 場合 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 7^ [かん 
たん設定]をクリック 

2 r パヶット通信 （ HIGH - SPEED 巧応端末 ) J 
を選が ► [巧へ]をクリック 

- m 日 pe 旧に接続する場合は「パケット通信」を選 
択します。 



3 [『mopera U 』 への接続 J または r 『 mopera 』 
への接続 J を選が ► [巧へ]をクリック 

• mopera U を選択したときは、ご契約の確認メッ 
セージび表示されます。ご契約びお済みの場合は 
[はい]をク U ックします。 

• mopera は海外では利用でさません。 



n [ FOMA 端末設定取得 J 画面で [ OK ] をク 
U ック 

FOMA 端末から r 接続先 ( APN ) 情報」を取得し 
ます。しばらくお待ちください。 


5 任意の接続ちと各項目を設定 ► [巧へ]をク 
U ック 

-「接続名」には次の半角記号は入力でさません。 

¥/:求？! く> 1" 

-「発信者番号通知」は、海外で利用する場合「設 
定しない（推奨)」を選択してください。 

-「接続方式」は、海外で利用する場合 「 IP 接続」を 
選択してください。 mopera U は PPP 接続、 IP 接 
続ともに対応しています。 mope 旧は PPP 接続の 
みに対応しています。 



0 各項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 「ユーヴの」「パスワード」は空欄でを接続でさま 
す。 

• 「使用可能ユーヴーの選択」で「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Windows に□グオンでさる 
すべてのユーヴーびこの接続を利用でさます。 



7 r 最適化を行う J び選択をれていることを確 
認して[次へ]をクリック 

• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 
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つづく ► 



















































操作 2 で「パケット通信 （ H に H - SPEED 対応端 
末)」を選択した場合、[次へ]をクリックすると 
個別の最適化設定はでさない旨のメッセージび 
表示されます。すべてのダイヤルアップ設定を 
H に H - SPEED 用に最適化する場合は「はしりを 
ク U ックします。目 4 K データ通信や FOMA 端末 
外で通信を行う場合はミち意してください。 


2 任意の接続名を入力 ► [接続巧 （ APN ) 設 
定]をクリック 

-「接続名」には次の半角記号は入力でさません。 

¥/:求？! く> 1" 

-発信者番号通知の設定については、ご利用になる 
プ□バイダの指示情報に従つてください。海外で 
利用する場合「設定しない」を選択してください。 



5 設定情報を確認して[完了]をクリック 



0 [ OK ] をクリック 

再起動をする旨の画面び表示された場合は[はい] 
をク U ックして<ださい。 

•通信を実行するか P 12 


その他のプ□バイダを利用ずる場合 


• mopera U / mopera の場合か P 8 
例 Windows XP の 場合 

1 r かんたん設定でパケット通信を設定する J 
の rmopera U / mopera を利用する場合 J 
の操作1〜4を巧うか P 8 

•操作2の接続方法は「パケット通信 ( HIGH - 
SPEED 対応端末)」を選択します。 H に H-SPEED 
に対応していないアクセスポイントに接続する 
場合は「パケット通信」を選択します。 

•操作3の接続先は「その他」を選択します。 



■ 高度な設定 （TCP/IP の設定）： 

[詳細情報の設定]をク I 」ックすると rip アドレス」 
「ネームヴー八'一」の設定画面び表示されます。 

• ダイヤルアップ情報として入力び必要な場合 
は、プ□バイダなどから提供されたを種情報 
ををとにアドレスなどを登録してください。 

3 接続巧 ( APN ) を設定 

お買い上げ時、 cidl には 「 m 叩 era . ne . jp 」 び 、 cidS 
には 「 mopera . net 」 び設定されています。 
cid 2. 4〜10に接続先 ( APN ) を登録してくだ 
さい。 

① [追加]をクリック 

「接続先 ( APN ) の追加」画面び表示されます。 

② ご利用のプ□バイダなどの FOMA パケット網に 
対応した接続先 （APN) と接続方式を設定 ► 
[0K] をクリック 

「接続先 ( APN ) 設定」画面に戻ります。 

• r 接続先 （ APN )」 には半角で、英数字、八イ 
フン （- )、ピ U オドし)のみ入力できます。 
•「接続方式」については、ご利用になるプ□バ 
イダに確認してください。 



括扬巧 (APN): ixxxx.ne.ip 

番号扣 d): [2 ~ 

巧镜ち巧 0- PPP 巧続 广 IP 煤商 

XアクわスポイントIこ巧なした巧镜ち巧をお迭ぴください。 

《アクたスポイントの巧掃ち巧こさ俯した FOMA 端末ぞご利用くださし、。 

I 0K ] _キャンたル」 


つづく ► 





































































[ OK ] をクリック 

操作2の画面に戻ります。「接続先 ( APN ) の選択」 
には、操作3で設定した接続先 ( APN ) と接続方 
式び表示されます。 

r 接続巧 ( APN ) の選が J の接続巧 ( APN ) 
を巧!認して[巧へ]をクリック 

る項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供されたを種情報を、大文字、ル文字など 
に注意して入力してください。 

-「使用可能ユーヴーの選択」で「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Windows に□グオンできる 
すべてのユーヴーびこの接続を利用でさます。 


かんちん設定 q 


ユーザー 対旨ミしてください 
すべての ユーザー 



く戻るお） _[ みへ(が> I キサンたル J 


r 最適化を巧う J び選択をれていることを確 
認して[次へ]をクリック 

• 既に最適化されている場合には、この画面は表示 
されません。 

•操作]で「パケット通信 （ H に H - SPEED 対応端 
末)」を選択した場合、[次へ]をクリックすると 
個別の最適化設定はでさない旨のメッセージび 
表示されます。すべてのダイヤルアップ設定を 
H に H - SPEED 用に最適化する場合は「はし、」を 
ク U ックします。目 4 K データ通信や FOMA 端末 
しソ外で通信を行ラ場合は注意してください。 



J 5 設定情報を確認して[完了]をクリック 



0 [ OK ] をク U ック 

再起動をする旨の画面び表示された場合は[はい] 
をク U ックしてください。 

•通信を実行する ( tP 12 


かんたん設定で 64 K データ通信を設定する 


設定は FOMA 端末をパソコンに正しく接続してから 
行つてください。か P 3 


mopera U / mopera を利用ずる場を 


• その他のプ□バイダの場合か P ]] 

例 Windows XP の 場合 

1 r かんたん設定でパケット通信を設定する J 
の rmopera U / mopera を利用する場合 J 
の操作1〜3を巧ラか P 8 

-操作2の接続方法は「目 4 K データ通信」を選択し 
ます。 

•操作3の接続先は r『m 日 peraU 』 への接続」ま 
たは 「『 mopera 』 への接続」を選択します。 

2 任意の接続ちと各項目を設定 ► [巧へ]をク 
U ック 

-「接続名」には次の半角記号は入力でをません。 

¥/:求？! く> 1" 

• 「モデムの選択」び 「FOMA D 90 己 i 」 に設定さ 
れていることを確認します。 
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つづく ► 















































-ダイヤルアップ時に発信者番号通知をするかど 
ラかを選択してください 。 mopera U および 
mopera 接続では発信者番号通知び必要です。 



各項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 「ユーヴの」「パスワード」については空欄でを接 
続でさます。 

• 「使用可能ユーヴーの選択」で「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Windows に□グオンできる 
すべてのユーヴーびこの接続を利用でさます。 



設定情報を確認して院了]をクリック 



その他のプロバイダを巧用ずる場合 


• mopera U / m 日 pera の場合か P 1 日 
例 Windows XP の 場合 

1 r かんたん設定でパケット通信を設定する J 
の rmopera U / mopera を利用する場合 J 
の操作1〜3を巧ラか P 8 

-操作2の接続方法は 「64 K データ通信」を選択し 
ます。 

•操作3の接続先は「その他」を選択します。 

2 各項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 次の項目を登録します。 

-接続名 ：任意 

-モデムの選択 ： FOMA D 90 己 i 
-電話番号 ：プ□バイダなどから提供さ 

れた情報ををとに入力 

•発信者番号通知：ご利用になるプ□バイダの 
指示情報に従って選択 



■ 高度な設定 （ TCP / IP の設定）： 

[詳細情報の設定]をク U ックすると rip アドレ 
ス」「ネームヴーバー」の設定画面び表术されま 
す。 

-ダイヤルアップ情報として入力び必要な場合 
は、プ□バイダなどから提供された各種情報 
ををとにアドレスなどを登録してください。 

3 各項目を設定 ► じ夕へ]をクリック 

-「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供されたを種情報を、大文字、ル文字など 
に注意して入力してください。 


[ OK ] をク U ツク 

•通信を実行する12 
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つづく ► 
























































-「使用可能ユーヴーの選択」で「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Wind 日 WS に□グオンできる 
すべてのユーヴーびこの接続を利用でさます。 



q 設定情報を巧!認して[完了]をクリック 



5 [ OK ] をクリック 

•通信を実行するか P 12 


通信を実行する 


■ Windows 2000のスタートメニューから起動： 
①[スタート] 一「プ□グラム」一「アクセヴ 
リ」一「通信」一「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」をクリック 
③接続先をダブルクリック 

3 各項目を巧!認して[ダイヤル]をクリック 

• mopera U / mopera を選択した場合は「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でを接続 
でさます。 

-ご加入のプ□バイダなどの指示により必要な場 
合は、入力指示情報ををとに「ユーヴー名」「パ 
スワード」を入力して[ダイヤル]をク U ックし 
ます。 

•0 S によっては、接続完了画面び表示されること 
びあります。 [0 K ] をク U ックしてください。 



■ 通信中の FOMA 端末画面 

パケット通信を実行すると発信中画面、目 4 K データ 
通信を実行すると呼出中画面びそれぞれ表示され、 
接続すると次の画面び表示されます。 


FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断に 
ついて説明します。 

例 Windows XP の場合 

1 FOMA 端末とパソコンを接続するか P 3 

2 デスクトップの接続アイコンをダブルク 
リック 



64 K データ通信中 



*8701 

邮砂 


rs •アイコンは OS によって異なります。 

• デスクトップに接続アイコンを作成しなかった 
場合は、スタートメニューから起動します。 

■ Windows XP のスタートメニューか!5起動： 
①[スタート] 一「すべてのプ□グラム」一「ア 
クセサリ」一「通信」一 r ネットワーク接続」 
をク IJ ック 

③接続先をダブルクリック 


• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは 
異なる場合びあります。 

♦データ通信を実行する場合、接続アイコン作成時の 
FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 

• D 90 封政がの FOMA 端末を接続する場合は、ご利用にな 
る FOMA 端末の FOMA 通信設定ファイルをインス I 
ルする必要びあります。 
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通信を切断ずるには 


ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があり 
ます。確実に切断するには、次の操作を行ってくださ 
い。 

例 Windows XP の場合 

1 タスクトレイの g をクリック 

2 [切断]をクリック 



八ケツト通信の設定を最適化する 


r 通信設定最適化」を利用してパソコンのパケット通信 
の設定を FOMA ネットワーク用に最適化します。 
r 通信設定最適化」とは FOMA ネットワークでパケット 
通信を行ラ際に、 TCP/IP の伝送能力を最適化するため 
の 「TCP パラメータ設定ツール」です。 FOMA 端末の 
通信性能を最大限に活用するには、この通信設定最適 
化が必要です。 

-海外で利用する場合は、通信設定最適化を解除して 
<ださい。 


Windows XP の場合 


ダイヤルアップごとに最適化でさます。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 7^ 随信 
設定最適化]をクリック 

■ タスクトレイから起動をクリック 


2 次の操作を巧ラ 

■ システム設定が最適化されていないとさ： 

次の画面び表示されます。 



• HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利 
用する場合： 

① 「FOMA H に H - SPEED 対応端末（受信最 
大 3.6 Mbps )」 を選択し、[最適化を行ラ] 
をク IJ ック 

② [はい]をクリック 

• HIGH - SPEED に対応していないアクセスポ 
イントを利用する場合： 

① 「 FOMA 端末（受信最大 384 kbps )」 を選 
択し、[最適化を行ラ]をク U ック 

② 最適化するダイヤルアップを選択し[実行] 
をク IJ ック 

■ システム設定び最適化されているとさ： 

なの画面び表示されます。[変更を行わず閉じ 
る]をク U ックしてください。 



3 画面に従ってパソコンを再起動 

-設定した内容は再起動後に有効になります。 


Windows 2000の場合 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 7^ [通信 
設定最適化]をクリック 

■ タスクトレイから起動をクリック 

2 次の操作を巧う 

• H に H - SPEED 対応のアクセスポイントを利用す 
る場合： 

① 「FOMA H に H - SPEED 対応端末（受信最大 
3.6 Mbps )」 を選択し、[最適化を行ラ]をク 
リック 

② [はい]をクリック 
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• HIGH - SPEED に対応していないアクセスポイ 
ントを利用する場合： 

① 「 FOMA 端末（受信最大 384 kbps )」 を選択 
し、[最適化を行ラ]をクリック 

3 画面に従ってパソコンを再起動する 

-設定した内容は再起動後に有効になります。 


最適化を解除する 

•目 4 K データ通信を行ラ場合や、 FOMA 端末！;!外で通 
信を行ラ場合は、最適化を解除してください。 


Windows XP の場を 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 7^ [通信 
設定最適化]をクリック 

■ タスクトレイから起動買をクリック 

2 [最適化を解除する]をクリック 



3 画面に従つてパソコンを再起動する 

-設定した内容は再起動後に有効になります。 


Windows 2000の場合 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 7^ [通信 
設定最適化]をクリック 

■ タスクトレイから起動をクリック 

2 [最適化を解除する]をクリック 

3 画面に従つてパソコンを再起動する 

-設定した内容は再起動後に有効になります。 


接続巧 ( APN ) を設定する 


パケット通信を行ラ場合の接続先 （ APN ) を設定しま 
す。 

接続先 ( APN ) は最大10件設定でさ、登録番号 （ cid ) 
の！〜10に登録して管理します。 

お買い上げ時、 cidl には rmopera . ne . jp 」、 cid 3 には 
rmopera . net 」 が設定されています。 

•設定を行ラ前に FOMA 端末とパソコンび正し < 接続 
されていることを確認してください 。 （fPS 
• mopera U / m 日 pera し义外の接続先 ( APN ) につい 
ては、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

例 Windows XP の場合 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 7^ 限続 
% ( APN ) 設赶をクリック 

「 FOMA 端末設定取得」画面び表示されます。 

2 [ OK ] をクリック 

FOMA 端末に登録されている「接続先 （ APN ) 情 
報」を読み込みます。 

3 接続巧 ( APN ) の設定を巧う 



■ 接続先 （ APN ) を追加ずる：[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を編集または修正ず 
る：巧象の接続先 （ APN ) を一覧から選択 ► 
[編集]をクリック 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を削除ずる：対象の 
接続先 （ APN ) を一覧か!5選択 ► [削晩をク 
IJ ック 

• cidl と cicl 3 に登録されている接続先は削除 
でさません （ cicM または cicl 3 を選択して梢 IJ 
晩をク U ックしてを、実際には削除されず、 
元に戻ります)。 

■ ファイルへ保をする： r ファイル」一 r 名前を付 
けて保を」または「上書き保存」をクリック 

- FOMA 端末に登録された接続先 ( APN ) 設定 
のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保をするとさに利用します。 

■ ファイルから読み込む：「ファイル」一「開く」 
をク IJ ック 

•パソコンに保をされた接続先 ( APN ) 設定を 
再編集したり、 FOMA 端末に書さ込んだりす 
るとさに利用します。 
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■ FOMA 端末から接続先 （APN) 情報を読み込 
む：「ファイル」一 「FOMA 端末から設定を取 
得」をクリック 

FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接 
続先 ( APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末へ接続先 (APN) 情報を書き込む： 
[FOMA 端末へ設定を書を込む]をクリック 

表示されている接続先 ( APN ) 設定び FOMA 端 
末に書さ込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成する： 

① 追加、編集された接続先 （APN ) を選択 ► 
[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書さ込み」画面び表示され 
ます。 

③ [はい]をクリック ► [0K] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画 
面び表示されます。 

⑤ 任意の接続名を入力し、発信者ま号の通知方 
法を選択 ► [ユーザ ID •パスワードの設定]を 
クリック 

④ 各項目を設定 ► [0K] をクリック 

• mopera U / m 日 pera の場合は空欄でを接 
続でさます。 

• 「使用可能ユーヴーの選択」で「すべての 
ユーヴー」を選択すると Windows に□グ 
オンでさるすベてのユーヴーびこの接続を 
利用でさます。 

•ご利用のプ□バイダなどから、 IP および 
DNS 情報の設定び指示されている場合は、 
「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画 
面で[詳細情報の設定]をク U ックし、必 
要な情報を登録後、 [0 K ] をク U ックして 
<ださい。 

⑥ にのをクリック ► [0K] をクリック 

⑥ [FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック 

上書さするかどラかの確認画面び表示され 
ます。 

③[はい]をクリック ► [0K] をクリック 

•巧 Rsia - 

•接続先 （ APN ) 設定は FOMA 端末に登録される情報の 
ため、異なる FOMA 端末（故障修理により交換された端 
ホなど）を接続する場合は、 APN を登録し直してくださ 
い。 

• パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用す 
る場合は、同じ APN の登録番号 ( cid ) を FOMA 端おこ 
登録してください。 


FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ル 
する 


操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール 
前の注意点」をお読みください。ホ P3 


アンインストールを実行する巧に 


タスクトレイの顯をもクリックし、「終了」をクリッ 
クして、「通信設定最適化」を終了してください。 


アンインストールずる 


例 Windows XP の場合 


■ Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「設定」一「コント□-ルパ 
ネル」をクリック 

③ r アプリケーションの追加と削除」をダブル 
ク IJ ック 

2 [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J 
を選択 ► 拍リ除]をクリック 

■ Windows 2000の場合： 

① 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を 
選択 ► [変更と削除]をクリック 

3 削除するプログラムちを確認して[はい]を 
ク U ック 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始 
します。 

■ 「通信設定最適化」を解除する： 

通信設定び最適化されている場合は確認画面び 

表术されます。 

•通常は[はい]をクリックして、最適化を解 
除して < ださい。 

•再起動の確認画面び表示されたら、今すぐ再 
起動するかどラかを選び[完了]をクリック 
します。 

-「通信設定最適化」の解除は、パソコンの再起 
動後に行われます。 

q [完了]をクリック 


1 [スタート]一[コント□—ルパネル J 一 r プ 
□グラムの追加と削除 J をクリック 


15 










Windows Vista で FOMA PC 設定 
ソフトを利用して通信ずる 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関するさまざまな 
設定び必要でず 。 FOMA PC 設定ソフトを使うと、簡 
単な操作で次の設定びできます。 

■ かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 FOMA データ通信 
用ダイヤルアップの作成」を行います。 

■ 接続先 （ APN ) の設定 

「パケット通信」を行う際に必要な階続先 ( APN ) 
の設定」を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、目 4 K データ通 
信と異なり、通常の電話番号は使用しません。あら 
かじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN と呼ばれ 
る接続先名を設定し、その登録番号 ( cid ) を接続 
先電話番号欄に指定して接続します。お買い上げ 
時、 cid ] には、 mopera の接続先 ( APN ) 
「 mopera . nejp 」 口、、 cid 3 には 、 mopera U の接続 
先 ( APN )「 m 叩 era . net 」 び登録されていますび、 
その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は 
接続先 ( APN ) の設定び必要になります。 


FOMA PC 設定ソフトをインストールする I g 

操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール 
前の注意点」をお読みください。 < fP 3 


1 付属の CD - ROM をパソコンにセット 

I 「FOMA D 90 日 i CD - ROM 」 画面び表示されます。 



3 [ FOMAPC 設定ソフト J の r インストール J 
をク U ック 

「インストール」をク U ックすると、下記のよ 
ラな警告画面び表示される場合びあります。こ 
の警告は 、 Microsoft Internet Expl 日 rer のセ 
キュ U ティの設定によって表示されますび、使 
用には問題ありません。 

• 「ファイルのダウン□-ドーセキュリティの 
警告」画面び表示された場合 
[実行]をクリックしてください。 



q じ夕へ]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約び表示され 
ます。 

5 内容を確認の上、契約内容に同意する場合は 
[はい ]をクリック 

インストール巧を確認して[巧へ]をクリッ 
ク 

7 プ□グラムフォルダのフォルダちを確認し 
て[巧へ]をクリック 



n [完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。 
-このまま各種設定を始められます。 


2 [データリンクソフト•各種設定ソフト]を 
ク U ツク 
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おし 6 せ 


♦インス!-ールの途中で[キャンセル]や[いいえ]をク 
U ックしたとさは、インス!-ールを中断する確認画面び 
表示されます。インストールを継続する場合は[いいえ] 
をクリックしてください。中断する場合は [ はい]をク 
U ックし[完了]をク U ックしてください。 


かんたん設定でパケツト通信を設定する 


設定は FOMA 端末をパソコンに正しく接続してから 
行つてください。ホ P 3 


FOMA PC 設定ソフトを起動ずる 


1 ©(スタート）一 r すべてのプ□グラム J 一 
[FOMA PC 設定ソフト J 一 [FOMA PC 
設定ソフト J をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。 


mopera U / mopera を利用ずる場合 


• その他のプ□バイダの場合か P 1 8 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 1 7 ►[か 
んたん設定]をクリック 

2 r パケット通信 J を還択 ► じ夕へ]をクリック 



3 [『mopera U 』 への接続 J または 

r 『 mopera 』 への接続 J を選択 ► じ夕へ]を 
ク U ック 

• mopera U を選択したときは、ご契約の確認メッ 
セージび表示されます。ご契約びお済みの場合は 
[はい]をク U ックします。 

• m 叩 era は、海外では利用できません。 



rFOMA 端末設定取得 J 画面で [ OK ] をク 
U ック 

FOMA 端末から「接続先 (APN) 情報」を取得し 
ます。しばらくお待ちください。 

任意の接続名と各項目を設定 ► じ夕へ]をク 
U ック 

-「接続名」には次の半角記号は入力でさません。 

¥/:ネ？! く> 1" 

-「発信者番号通知」は、海外で利用する場合「設 
定しない（推奨)」を選択してください。 

• 「接続方式」は、海外で利用する場合 「 IP 接続」を 
選択してください。 mopera U は PPP 接続、 IP 接 
続とちに対応しています。 mopera は PPP 接続の 
みに対応しています。 



g FOMA PC 設定ソフト 




1 'でコ臟讓黯盛協ダを離籍た 

I巧ってかんたんに行います。 


巧ちホ (AP …設定 


巧う隙Iこぶ軍な巧病が APN) の記定 




: APN 獄定 J ボタンを巧す飾こ、 
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0 る頂目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 「ユーヴの」「パスワード」は空欄でを接続でさま 
す。 


• 発信者番号通知の設定については、ご利用になる 
プ□バイダの指示情報に従つてください。海外で 
利用する場合「設定しない」を選択してください。 



7 設定情報を確認して[完了]をクリック 

かんたん就 国 


pi さ定巧沛-1 

この内容で•よろしければ、完了ポタンを巧してくだぞい。 

巧盈巧目 I 巧を I 

巧椅方ま 
持おを 
接おを 

バケットぷ言 

fomT 

モデムる 

掛きをまその巧知 

FOMA D 如を 
設ちしない 

2ーザの 
バスワ-ドの巧な 
括おちが 

する 

IP 括病 


ロデスクトづにタイヤルアップのショートカ，卜を巧がする 


<戻る巧） [ を了げ）Iキ把ホルI 


n [ OK ] をクリック 

•通信を実行す るか P 21 


その他のプロバイダを利用する場合 


• mopera U / m 日 pera の場合 か P ] 7 

1 r かんたん設定でパケット通信を設定する J 
の rmopera U / mopera を利用する場を J 
の操作1〜4を巧うか P 17 

•操作2の接続方法は「パケット通信」を選択しま 
す。 

•操作3の接続先は「その他」を選択します。 

2 任意の接続名を入力 ► [接続巧 （ APN ) 設 
定]をクリック 

• 「接続名」には次の半角記号は入力でさません。 

¥/:求？! く> 1" 



「パケ》卜谢 fi お 


接続る： [FOMA 

モデムを： |FOMA D905i 

巧続を (APN〉 の迭巧： |moperane.jp(PPP 巧搞) 3 



発信をを号巧が：广186をな加する(巧知する） 
广 184をな加する(巧かしねい） 
CS- 設ちしない 


詳細I培報の設定.. 


キャンたル」 


■ 高度な設定 （ TCP / IP の設定）： 

[詳細情報の設定]をク U ックすると 「 IP アドレ 
ス」「ネームヴーバー J の設定画面び表术されま 
す。 

• ダイヤルアップ情報として入力び必要な場合 
は、プ□バイダなどから提供されたを種情報 
ををとにアドレスなどを登録してください。 


3 接続巧 ( APN ) を設定 

お買い上げ時、 cicM には「 mopera . ne . jp 」 び、 cid 3 
には rmopera . net 」 び設定されています。 
cid 2. 4〜10に接続先 ( APN ) を登録してくだ 
さい。 

① [追加]をクリック 

「接続先 ( APN ) の追加」画面び表示されます。 

② ご利用のプ□バイダなどの FOMA パケット網に 
対応した接続先 （ APN ) と接続方式を設定 ► 
[0 K ] をク U ック 

階続先 ( APN ) 設赴画面に戻ります。 
•「接続先 （ APN )」 には半角で、英数き、八イ 
フン （- )、ピ U オド （.） のみ入力でさます。 
•「接続方式」については、ご利用になるプ□バ 
イダに確認してください。 
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[ OK ] をクリック 

操作2の画面に戻ります。「接続先 ( APN ) の選択」 
には、操作3で設定した接続先 ( APN ) と接続方 
式び表示されます。 


かんたん設定で 64 K データ通信を設定する 


設定は FOMA 端末をパソコンに正しく接続してから 
行つてください 。 （tPS 


r 接続巧 ( APN ) の選が J の接続巧 ( APN ) 
を巧!認して[巧へ]をクリック 

る項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供されたを種情報を、大文字、ル文字など 
に注意して入力してください。 


mopera U / mopera を利用ずる場を 


• その他のプ□バイダの場合か P 20 

1 r かんたん設定でパケット通信を設定する J 
の rmopera U / mopera を利用する場合 J 
の操作1〜3を巧うか P 17 



設定情報を確認して院了]をクリック 


-操作2の接続方法は 「64 K データ通信」を選択し 
ます。 

•操作3の接続先は 「『mopera U 』 への接続」ま 
たは 「『 mopera 』 への接続」を選択します。 

2 任意の接続名と各項目を設定 ► じ夕へ]をク 
リック 

-「接続名」には次の半角記号は入力でさません。 

¥/:求？! く> 1" 

• 「モデムの選択」び 「FOMA D 90 己 i 」 に設定さ 
れていることを確認します。 

-ダイヤルアップ時に発信者番号通知をするかど 
ラかを選択してください 。 mopera U および 
mopera 接続では発信者番号通知び必要です。 


pi を定巧沛- 

この内容でよろしければ、完了ポタンを巧してくだぞい。 


|-64K デーが1信設定- 

巧掃名： [FOMA 


谣忍項目 


バケット巧信 
その他 

…..'■一 FOMA 

モデムる FOMA D 如 5i 

巧病ホ (APN) る xxxxne.jp 

発信ち餐号の漱日 設定しねい 

-…で XXXX 

. ■ドの肺 する 

括倚ち巧 PPP 货続 


巧椅方ま 
按椅ホ 
接おを 
モデムる 
巧病細 
発信ち餐う 
ユーザの 
バストドり 


モデムの涅巧： [ fOMA D905i 

を信者岳号巧な： 广186をな加する(巧知する） 

广184を巧加する(巧巧しねい） 
巧 設就ねい 


mopera U あけ、 mop が骗続では掛言章番号漱口び'よ、至です。 


口ぞスクトップに巧仆ルアゥブのショ-トカクトを化がすを 


<戻る巧） [ を了げ ）I キ把ホル I 


[ OK ] をク U ツク 

•通信を実行するか P 21 


<戻る巧） [ みへ(阳> I キサン t ル I 


3 各項目を設定 ► じ欠へ]をクリック 

• 「ユーヴの」「パスワード」については空欄でを接 
続でさます。 
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設定情報をお認して院了]をクリック 


この巧をでよろしければ、売了ボタンを巧してください。 


工廠 


巧待方;'を 641(データ巧信 

巧病を mopera U 

巧巧る FOMA 

モデムを FOMA D 如& 

掛言者當ちの漱日 設ちしない 

2ーザの 

バスワードの巧な する 


口尹：けトツブじタイ V ルアジブのショ-トカツトを化成すを 


<戻る巧）完了の I _キ把ホル」 


[ OK ] をクリック 

•通信を実行するか P 2] 


その他のプロバイダを利用ずる場合 


• mopera U / mopera の場合か P ] 9 

I r かんたん設定でパケット通信を設定する J 
の rmopera U / mopera を利用する場合 J 
の操作1〜3を巧うか P 17 

-操作2の接続方法は「目 4 K データ通信」を選択し 
ます。 

•操作3の接続先は「その他」を選択します。 

I 各項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 次の項目を登録します。 


-接続名 
-モデムの選択 
-電話番号 


I 発信者番号通知 


任意 

FOMA D 90 己 i 
プ□バイダなどから提供さ 
れた情報をちとに入力しま 
す。 

ご利用になるプ□バイダの 
指示情報に従って選択しま 
す。 

〜 I ■ 


「64げ叫谢 f 設定一 


[FOMA 


按椅る： 

モデムの进巧： |FOMA D905i 

1：詰ま号： |03>0000000< 


発信#宙ち巧が： 


广186を巧加する(巧かする） 

广1糾を巧加する(巧知しねい） 
み設定しねい 


国高度な設定 （ TCP / IP の設定）： 

[詳細情報の設定]をク U ックすると rip アドレ 
ス」「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。 

• ダイヤルアップ情報として入力び必要な場合 
は、プ□バイダなどから提供された各種情報 
ををとにアドレスなどを登録してください。 

る項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• 「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、ル文字など 
にミち意して入力してください。 



設定情報を確認して院了]をクリック 



<戻る(日）」^ち了げ） ] _ if 忙/たル」 


[ OK ] をクリック 

•通信を実行するか P 2] 


みへ (N)> I キサンたルI 
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おし 6 せ 


通信を実行する 


FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断に 
ついて説明します。 

1 FOMA 端末とパソコンを接続するが P 3 

2 デスクトップの接続アイコンをダブルク 

U ツク 


• デスクトップに接続アイコンを作成しなかった 
場合は、スタートメニューから起動します。 

① ©(スタート）一 r 接続先」をクリック 

② 接続先をダブルクリック 

3 各項目を巧!認して[ダイヤル]をクリック 

• mopera U / mopera を選択した場合は「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でを接続 
でさます。 

-ご加入のプ□バイダなどの指示により必要な場 
合は、入力指术情報ををとに「ユーヴー名」「パ 
スワード」を入力して[ダイヤル]をク U ックし 
ます。 



■ 通信中の FOMA 端末画面 

パケット通信を実行すると発信中画面、日 4 K データ 
通信を実行すると呼出中画面びそれぞれ表示され、 
接続すると次の画面び表示されます。 


パケット通信中 64 K データ通信中 



• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは 
異なる場合びあります。 

♦データ通信を実行する場合、接続アイコン作成時の 
FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 

• D 90 已 i 政がの FOMA 端末を接続する場合は、ご利用にな 
る FOMA 端ホの FOMA 通信設定ファイルをインス I 
ルする必要びあります。 


通信を切断ずるには 


ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があり 
ます。確実に切断するには、次の操作を行ってくださ 
い。 

1 ©(スタート） 一 r 接続巧 J をクリック 

2 接続しているダイヤルアップを選択 ►[切 
断]をクリック 



3 [閉じる]をクリック 


接続巧 ( APN ) を設定する 


パケット通信を行ラ場合の接続先 （ APN ) を設定しま 
す。 

接続先 ( APN ) は最大10件設定でさ、登録番号 （ cid ) 
の！〜10に登録して管理します。 

お買い上げ時、 cidl には rmopera . ne . jp 」、 cid 3 には 
rmopera . net 」 が設定されています。 

•設定を行ラ前に FOMA 端末とパソコンび正し < 接続 
されていることを確認してください。か P 3 
• mopera U / mopera し义外の接続先 ( APN ) につい 
ては、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動か P 1 7 ►[接 
続巧 ( APN ) 設定]をクリック 

「 FOMA 端末設定取得」画面び表示されます。 


*8701 

邮抄 
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2 [ OK ] をクリック 

FOMA 端末に登録されている「接続先 （ APN ) 情 
報」を読み込みます。 

3 接続巧 ( APN ) の設定を巧う 



■ 接続先 （ APN ) を追加する：[追加！をクリック 


③ 任意の接続名を入力し、発信者番号の通知方 
法を選択 ► [ユーザ ID •パスワードの設定]を 
ク IJ ック 

④ 各項目を設定 ► [0 K ] をクリック 

• mopera U / m 日 pera の場合は空欄でを接 
続でさます。 

•ご利用のプ□バイダなどから、 IP および 
DNS 情報の設定び指示されている場合は、 
「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画 
面で[詳細情報の設定]をク IJ ックし、必 
要な情報を登録後、[日のをク U ックして 
<ださい。 

⑥に K ] をクリック ► にのをクリック 

⑥ [FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック 

上書さするかどラかの確認画面び表示され 
ます。 

⑦ [はい]をクリック ► [0 K ] をクリック 


■ 登録済みの接続先 （ APN ) を編集または修正す 
る：巧象の接続先 （ APN ) を一覧から選択 ► 
[編集]をクリック 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を削除ずる：対象の 
接続先 （ APN ) を一覧から選択 ► [削除]をク 
IJ ック 

• cidl と cidS に登録されている接続先は削除 
でさません （ cicM または cid 3 を選択して梢 IJ 
除]をク U ックしてを、実際には削除されず、 
元に戻ります)。 

■ ファイルへ保をする： r ファイル」一 r 名前を付 
けて保を」または「上書き保存」をクリック 

• FOMA 端末に登録された接続先 ( APN ) 設定 
のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保をするとをに利用します。 

■ ファイルから読み込む：「ファイル」一「開く」 
をク U ック 

•パソコンに保をされた接続先 ( APN ) 設定を 
再編集したり、 FOMA 端末に書さ込んだりす 
るとさに利用します。 

■ FOMA 端末から接続先 （ APN ) 情報を読み込 
む：「ファイル」一 「 FOMA 端末から設定を取 
得」をクリック 

FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接 
続先 ( APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末へ接続先 ( APN ) 情報を書を込む： 
[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック 

表示されている接続先 ( APN ) 設定び FOMA 端 
末に書さ込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成ずる： 

①追加、編集された接続先 （ APN ) を選択 ► 
[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書さ込み」画面び表示され 
ます。 

③[はい]をクリック ► [0 K ] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画 
面び表示されます。 


料 waa - 

♦接続先 （ APN ) 設定は FOMA 端末に登録される情報の 
ため、異なる FOMA 端ホ（故障修理により交換された端 
ホなど）を接続する場合は、 APN を登録し直してくださ 
い。 

• パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用す 
る場合は、同じ APN の登録番号 （ cid ) を FOMA 端末に 
登録してください。 


FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ル 
する 


操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール 
前の注意点」をお読みください。か P 3 


アンインストールずる 


1 ©(スタート） 一[コント □ー ルパネル J 一 
r プ□グラムのアンインストール J をクリッ 
ク 

2 [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J 
を選択 ► [アンインストール]をクリック 

3 削除するプログラムちを確認して[はい]を 
ク U ック 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始 
します。 

q [完了]をクリック 
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FOMA PC 設定ソフトを利用しない 
で通信する 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信/ 
巨 4 K データ通信のダイヤルアップネットワークの設定 
を行う方法について説明しまず。 


設定操作の流れ 


① FOMA 通信設定ファイルのインス I ルか P 4 

② パソコンと FOMA 端末の接続ホ P 3 

③ FOMA 通信設定ファイルの確認已 


接続先 （ APN ) の設定※1ホ P 23 

(64 K データ通信の場合、パケット通信の接続先 

が mopera U / mopera の場 S ま、設定不要） 


発信者番号通知/非通知の設定^1 * P 24 
(必要に応じて設定） 


その他の設定 （ AT コマンド）《1ホド31 
(必要に応じて設定） 


ダイヤルアップネットワークの設定 


ご使用の 0 S 

設定 

接続先 

TCP/IP 

Windows XP 

P 2 已 

P 26 

Windows 2000 

P 27 

P 28 

Windows Vista 

P 29 

P 30 


•設定内容の詳細については、プ□バイダやネッ 
トワーク管理ちにお問い合わせください。 


接続ホ P 30/ 切断ホ P 31 

《1 : Windows Vista では、 AT コマンドを入力する 
ための通信ソフトが必要です。 


料 IMA 

• 操作の途中で慨定の Telnet プ□グラムにしますか？」 
び表示された場合は、[はい]または[いいえ]をクリツ 
クして < ださい。 

• 操作の途中で「所在地情報」画面び表示された場合は、 
所在地のダイヤル情報を設定し[〇のをク U ツクしま 
す。設定したダイヤル情報び「電話とモデムのオプシヨ 
ン」画面に表示されますので [0 K ] をク U ックしてく 
ださい。 


パケット通信の接続巧 ( APN ) を設定する 


設定を行ラには、 AT コマンドを入力するための通信ソ 
フトが必要です。ここでは Windows XP、Windows 
2000の「八イパーター三ナル」を使った設定方法を 
説明します 。 Windows Vista は「八イパーターミナ 
ル」に対応していません 。 Windows Vista の場合は、 
Windows Vista 対応のソフトを使って設定してくだ 
さい（ご使用になるソフトの設定方法に従ってくださ 
い)。 

[ お買い上げ時 ] cidl : mopera.ne.jp 
cid3 : mopera.net 
cid2 、 4〜10 :未登録 

例 Windows XP の 場合 

1 パソコンと FOMA 端末を接続するが P3 

2 [スタート] 一 r すべてのプ□グラム J 一 r ア 
ク七サリ J 一 r 通信 J 一 r 八イパーターミナ 
ル J をクリック 

•Windows 2000 の場合は、「すべてのプ□グラ 
ム」び「プ□グラム」と表示されます。 

3 r 名前 J に接続巧名など任意の名前を入力 ► 
[OK] をク U ツク 



a r 電話番号 J に実在しない電話番号 （ roj な 
ど）を仮入力し、 r 接続方法 J か6 [FOMA 
D 905 iJ を選択 ► [ OK ] をクリック 
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•市外局番は接続先 ( APN ) の設定とは関係あり 
ませんので、変更不要です。 



接続画面び表示をれた6 [キャンセル]をク 

U ツク 


接続巧 ( APN ) を入力 ►回を 巧す 

•「 AT + CGDCONT =< cicl >，‘‘< PDP _ TYPE >"， 
"< APN >"」 の形式で入力します。 

< cid > : 2、4〜] 0の任意の番号を入 

力します。 

"く PDP _ TYPE > ": " IP " または " PPP " と入力 
します。 

"く APN >" :接続先 （ APN ) を""で囲 

んで入力します。 



「 OK 」 と表示されれば、接続先 ( APN ) の設定は 
完了です。 

■ 接続先 （ APN ) 設定をリセツトするとき： 
AT + CGDCONT = 回 

すべての cid を U セツトします。 

• < cicl > 二]と3はお買い上げ時の設定に戻 
り、 < cicl > 二2、4〜10の設定は未登録に 
なります。 

AT + CGDCONT = く cid > 回 

特定の cid を U セツトします。 

■ 接続先 （ APN ) 設定を確認するとさ： 
AT + CGDCONT ? 回 


■ AT コマンドを入力しても画面に表示されないと 
き： ATE 1 回 

• 詳細か P 3 目 


7 roKj と表示をれていることを巧! 認 し、 
r ファイル J 一 r 八イパーターミナルの終了 J 
をクリック 

•「現在、接続されています。切断してをよろしい 
ですか？」の表示後に[はい]をク U ックします。 
• 「" XXX "と名前付けされた接続を保をしますか 
?」または「セッション" XXX "を保をします 
か？」の表示後に[いいえ]をク U ックします。 


巧続巧 ( APN ) と登録番号 （ cid ) について 


パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録 
ま号 cidl 〜10に設定でさます。お買い上げ時 、 cidl 
には 「 mopera . ne . jp 」、 cid 3 には 「 mopera . net 」 が 
登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN な 
どに接続する場合は、 cid 2、 4〜10に接続先 （ APN ) 
を登録してください。 

•接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 

•接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録と考 
えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末電話帳 
と比較すると、次のよラになります。 


接続先の設定項目 

FOMA 端末電話帳の 
登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（メモ IJ 番号） 

APN 

相手の電話番号 


•登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続蚕 
号となります。 


発信者番号の通知/非通知を設定する 

発信ち番号はお客様の大切な情報なので、通知する際 
には十分にご注意ください。 

• mopera U / mopera をご利用になる場合は、「通知」 
に設定します。 

お買い上げ時I設定なし 
例 Windows XP の場合 

1 r パケット通信の接続巧 （ APN ) を設定す 
る J の操作1〜5を巧うか P 23 

2 パケット通信時の凳信者番号の通知（186) 
/非通知(184)を設定 

「 AT * DGPW =< n >」 の形式で入力します。 

AT*DG 円 R =1 回 

パケット通信確立時、接続先 （ APN ) に「184」 
を付けて接続します。 

AT*DGP 旧=2回 

パケット通信確立時、接続先 （ APN ) に「18目」 
を付けて接続します。 
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■ AT コマンドを入力しても画面に表示されないと 
き： ATE 1 回 

. 詳細か P3 目 

3 roKj と表示をれていることを话 I 認し、 
[ファイル] 一 r 八イパーターミナルの終了 J 
をク U ック 

•「現在、接続されています。切断してをよろしい 
ですか？」の表示後に[はい]をク U ックします。 
• 「"XXX"と名前付けされた接続を保をしますか 
?」または「セッション"XXX"を保をします 
か？」の表示後に[いいえ]をク U ックします。 


ダイヤルアップネットワークでの通知/ 
巧通知設定について 


ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先の番 
号に r 18日」（通知）/ r 184」（非通知）を付けられます。 
AT * DG 円 R コマンド、ダイヤルアップネットワーク 
の設定の両方で「186」（通知）/「184」（非通知） 
の設定を行った場合、発信者番号の通知/非通知は次 
のよラになります。 


AT* DGP 旧〕 7 ンドによる 
通知/非通知設定 

タイヤル 7 ジブネジ] 

トクの關 «cid>=3(D|^) 

設定 

なし 

非通知 

通知 

ホ 99 ホホホ 3# 

通知 

非通知 

通知 

] 84 ホ 99 ホホホ 3# 

非通知 

] 86 ホ 99 ホホホ 3# 

通知 


•AT * DGP 旧コマンドによる通知/非通知設定を r 設 
定なし」に戻すには、 「AT*DG 円 R 二0」と入力して 
<ださい。 


Windows XP でダイヤルアップネットワー 
クを設定する 


接続巧を設定ずる 


1 [スタート] 一 r すべてのプ□グラム J 一 r ア 
ク七サリ J 一 r 通信 J 一 r ネットワーク接 
続 J をクリック 

「ネットワーク接続」画面び表示されます。 

2 r ネットワークタスク J の r 新しい接続を作 
がする J をクリック 

「新しい接続ウィヴード」画面び表示されます。 

3 じ夕へ]をクリック 

ネットワーク接続の種類を選択する画面び表示さ 
れます。 


5 r 接続を手動でセットアップする J を選択 ► 
じ夕へ]をクリック 

インターネット接続画面び表示されます。 

0 r ダイヤルアップモデムをほ用して接続す 
る J を選択 ► じ夕へ]をクリック 

デバイスの選択画面び表示されます。 

•インス!-ールされているモデムび]台しかない 
場合、デバイスの選択画面は表示されません。操 
作8へ進みます。 

7 r モデムー FOMA D 90 田 （ COMx)《ij 
を選が ► [巧へ]をクリック 

• 「モデムー FOMA D90 己 i (COMx) 《1」のみ 
チェックび入つていることを確認してください。 

: COMx の X はお使いのパソコンによって異な 
ります。 



9 r 電話番号 J にお続巧のを号（半ち）を入力 
► [次へ]をクリック 

•パケット通信の場合 *99***<cicl># を入 
力します。 

-く cicl> には、「パケット通信の接続先 (APN) 
を設定する」（か P23) で登録した cid 番号を入 
力します。 mopera U は* 99 * * * 3 #、 
m 日 pera は* 99* * * ] #となります。 

- 64K データ通信の場合、接続先の電話番号を入 
力します。 


r インターネツトに接続する J を選択 ►[次 
へ]をクリック 

準備画面び表示されます。 


25 


つづく ► 

































m 日 pera U は* 870 1 、 m 日 pera は* 9 目 0] を 
入力します。 


タイかルするでま*ち 
BP の至話まちを;旨ミ 


下にを話番号が 

巧ま机の 


話を 


2 [を般]タブの各項目の設定をお認 

• 複数のモデムびインストールされている場合は、 
「接続方法」の「モデムー FOMA D90 己 i (COMx) 
’XI」を選択します。 

• 「モデムー FOMA D90 己 i (COMx) 《1」のみ 
チェックび入っていることを確認してください。 

: COMx の X はお使いのパソコンによって異 
なります。 

-「ダイヤル情報を使ラ」を非選択 （□) にします。 



1〇 各項目を設定 ► じ夕へ]をクリック 

• 接続先び mopera U / mopera の場合は、「ユー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
については空欄でを接続でさます。他の項目は必 
要に応じて設定します。 



11 [完了]をクリック 

12 設定内容を確認して[キャンセル]をクリッ 
ク 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行 
います。 


TCP/IP プロトコルを設定ずる 


1 作巧したち続巧を選択ファイル J 一 r プ 
□パテイ J をクリック 




3 [ネットワーク]タブをクリック ►さ 項目の 
設定を確認 

•「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 
「PPP:Windows 9己/ 98/NT4/2000， 
Internet」 に設定します。 

•「この接続は次の項目を使用します」は、「イン 
夕ーネットプ□トコル（TCP/IP)」だけを選択 
します。「日 oS パケットスケジューラ」は変更で 
さませんので、そのままにして<ださい。 



q [設定]をクリック 
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5 すべての項目を非選択 （□) にして [ OK ] 
をク U ック 

接続先のプ□パティ画面に戻ります。 



0 [ OK ] をクリック 


Windows 2000でダイヤルアップネット 
ワークを設定する 


巧続巧を設定ずる 


1 [スタート]^ ^プ□グラム J ^ r アク七サ 
リ J 一 r 通信 J 一 r ネットワークとダイヤル 
アップ接続 J をクリック 

「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面び表示 
されます。 

2 [新しい接続の作が]をダブルクリック 

「ネットワークの接続ウィヴード」画面び表示され 
ます。 

3 じ夕へ]をクリック 

ネットワーク接続の種類を選択する画面び表示さ 
れます。 

n r インターネットにダイヤルアップ接続す 
る J を選が ► [巧へ] をク、 J ック 

「インターネット接続ウィヴード」の開始画面び表 
示されます。 

5 r インターネット接続を手動で設定するか、 
または□一カルエリアネットワーク （ LAN ) 
をほって接続します J を選択 ► じ夕へ]をク 
U ック 

インターネット接続の設定選択画面び表示されま 
す。 

0 r 電話回線とモデムをほってインターネット 
に接続します J を選択 ► [巧へ]をクリック 

モデムの選択画面び表示されます。 

• 複数のモデムびインストールされていない場合、 
この画面は表示されません。操作別こ進みます。 


7 r インターネットへの接続にほうモデムを選 
択する J び TFOMA D 905 iJ に設定をれ 
ていることを巧認して[巧へ]をクリック 

インターネットアカウントの接続情報画面び表示 
されます。 

•「 F 0 MAD 90 己 U に設定されていない場合は、 
[FOMA D 905 iJ に設定してください。 

n r 電話番号 J に接続巧のま号（半ち）を入力 
► [詳細設定]をクリック 

- r 市外局番とダイヤル情報を使ラ」を非選択 （ r ) 
にします。 

•パケット通信の場合 *99***< cicl ># を入 
力します。 

-く cicl > には、「パケット通信の接続先 ( APN ) 
を設定する」 （* P 23) で登録した cid 番号を入 
力します 。 mopera U は* 99 * * * 3 #、 
mopera は*99 * * * ] #となります。 

- 64 K データ通信の場合、接続先の電話番号を入 
力します。 

• m 日 pera U は*87 0] 、 m 日 pera は*9目 0] を 
入力します。 



9 [接織タブの各項目をな下のように設定 
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10 [アドレス]タブをクリック ►各 頂目をな下 
のよラに設定 


巧博アドレス I 
rIP アドレス—— 


• イシ女ーネットサー昭ブがてイぞじよる自新劃り当てを） 
A 巧じほ巧する設定 ( Si !): 

IP アドレスか I 


厂区 P による DNS (ドタイシネームサーピス）アドレスの自助害 I に当て- 

巧に P じよる DNS がタインネームサーピス）アドレスの自か割り当て(ぶ 
广煎こほ巧する設定©: 

プライす； DNS サーバー(旦)： I 

別の DNS サーバー(曲 I 


キサンセル J 


11 [ OK ] をク U ック 

インターネットアカウントの接続情報画面に戻り 
ます。 

12 じ夕へ]をクリック 

インターネットアカウントの□グオン情報画面び 
表示されます。 

13 さ項目を設定 ► [次へ]をクリック 

• 接続先び m 日 pera U / m 日 pera の場合は、「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でを接続 
でさます。入力されていないことを確認する画面 
び表示されたら、[はい]をク U ックします。 

i ^ r 接続名 J に任意の接続ちを入力 ► じ夕へ] 
をク U ツク 



151" いいえ J を選択 ► [巧へ]をクリック 


インターネ，トタールアカウントのセクトアクブ 


む巧ーネットゴールプ□ジラムびむストールされています。むさーネットゴールプ□ヴラムで、宅子 

イシさーネットゾールアカウントをたゥトアップしますか？ 

广はいが 
巧醒暨 


ig [完了]をクリック 

「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻り 
ます。 


TCP / IP プロトコルを設定ずる 


作巧した接続先アイコンを選が ► r フアイ 
ル J 一 r プ□パテイ J をクリック 


化巧田 IWg ぶ:祐 ■ 


^ファイル(り庶実(をま示(^^)もちに入り(かツール① 
巧続り） 


m なフォ M d I なおX幻 I 固， 


シ3-卜カタトの化巧を〉 
刖除(が 

るがのあ！:(曲_ 


巧辨タイザルア》フ巧巧 

げ腺切が 


1_ JnJ ぶ] 

_ m 

▼] J 


a 


tami 


ft 

卜盤王の 


挡涅巧ミれをオブジ I ク h® プ□パティをまちします。 


[を般]タブの各項目の設定をお認 

• 複数のモデムびインストールされている場合は、 
「接続の方法」の「モデムー FOMA D 90 己 i 
( COMx ) 《1」を選択します。 

モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目 
び初期化されますので、再度接続先電話番号を入 
力して < ださい。 

• 「モデムー FOMA D 90 己 i ( COMx ) 《1」のみ 
チェックび入っていることを確認してください。 
《 ] : COMx の X はお使いのパソコンによって異な 
ります。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択（广）にします。 


过ぶ] 


を肢 I オブシヨ:/|セキュリティ I ネットワ-ウ I 其ち I 
括掃の方まの： 

□をモデム- FOMA D 704 i ( COM 3) 

厂すぺてのデパイスで同 b ま号を呼化 ii す屯） 滿な め ） J 

广 FOMA D 卵 5 i の巧話を号- 


■ Jj 
Jj 


市外局番怎)：ち註を号(の： 
I *1 j *99***3# 

国を号/化巧を号(ぶ： 


その化の）」 


厂タイヤル’括報をほうを） 


タイサル怕報 (SJ 


17巧続顿こタスクバ-にアイコンをま示する姐） 
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3 [ネットワーク]タブをクリック ►各項 目の 
設定を確認 

•「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 
「 PPP : Windows 9己/ 98/ NT 4/2000， 
Internet 」 に設定します。 

•コンポーネントは「インターネットプ□トコル 
( TCP / IP )」だけを選択します。 



[設定] をク、 J ック 

5 すべての項目を非選択（厂）にして [ OK ] 
をクリック 

接続先のプ□パティ画面に戻ります。 



0 [ OK ] をクリック 

Windows Vista でダイヤルアップネット 
ワークを設定する 


接続巧を設定ずる 


1 パソコンと FOMA 端末を接続するが P 3 

2 ©(スタート） ► r 接続巧 J をクリック 

3 r 接続またはネットワークをセットアップし 
ます J をクリック 


n r ダイヤルアップ接続をセットアップしま 
す J を選が ► r 巧へ J をクリック 

f I の 

I 嫁タネットっ-クに搬 

擦房オプシヨンをちがします 

インター不ジトに獲ちします 1 

フイサレス、ブ己ードバンドまたはタイサルアップによる巧 i 房を器左しまず： 

I ^ワイわレスルーターまたはアクたスポイントのたットアダブします 

15^ホームパ、ビジネスのワイ17—ド/ワイサレスネットつークをたがトアップします . J 

««に巧援します 

™ 1* 巧へのダイ17ルアップまたは VPN 接括を t ダトアップします. ， 



■ 「どのモデムを使いますか？」と表示された場 

A ■ 

口 ■ 

「 F 日 MA D 90 己 i モデム」をクリック 

5 各項目を設定 ► [接続]をクリック 

•「ダイヤルアップの電話番号」に接続先を入力し 
ます。 

•パケット通信の場合、 *99***< cid ># を 
入力します。 

く cicl > には、「パケット通信の接続先 ( APN ) 
を設定する」（ホ P 23) で登録した cid 番号を入 
力します 。 mopera U は* 99 *** 3 #、 
mopera は* 99* * * ] #となります。 

. 目 4 K データ通信の場合、接続先の電話番号を入 
力します。 

mopera U は*87 0] 、 mopera は*9目 0] を 
入力します。 

• 接続先び mopera U / mopera の場合は、「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でを接続 
でさます。 

-「接続名」には次の半角記号は入力でさません。 

¥ /: ネ ？<> I 



0 [ FOMA にち続中..」と表示をれた6 [ス 
キップ]をクリック 

•ここではすぐに接続せずに、設定だけを行いま 
す。 
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7 r インターネット接続テストに失敗しまし 
た J 画面で r 接続を七ットアップします J を 
ク U ック 


TCP / IP プロトコルを設定ずる 


1 ©(スタート） ► r 接続先 J をクリック 

2 作巧した接続巧をちクリックして r プ□パ 
テイ J をクリック 

3 [全般]タブのを項目の設定を巧認 

• 複数のモデムびインストールされている場合は、 
「接続の方法」の「モデムー FOMA D 90 己 i 
( COMx ) 《1」を選択します。 

• 「モデムー FOMA D 90 己 i ( COMx ) 《1」のみ 
チェックび入っていることを確認してください。 
《 ] : COMx の X はお使いのパソコンによって異な 
ります。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択（因）にします。 



n [ネットワーク]タブをクリック ►各項 目を 
設定 

• 「インターネットプ□トコルバージョン目 （ TCP / 
IPv 目)」を非選択 (□) にします。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し[プ 
□パティ]をク U ックして、各種情報を設定して 
<ださい。 


•「 QoS パケットスケジューラ」はプ□バイダなど 
の指示に従って必要に応じて選択してください。 



5 [オプション]タブをクリック ► [ PPP 設 
定]をクリック 


0 すべての項目をが選が（因）に設定 ► [ OK ] 
をクリック 



7 [ OK ] をクリック 


ダイヤルアップ接続する 


パケット通信/ 64 K データ通信のダイヤルアップ接続 
を行ラ方法について説明します。 


例 Windows XP の場合 

1 FOMA 端末とパソコンを接続するか P 3 

2 [スタート] 一 r すべてのプ□グラム J 一 r ア 
ク七サリ J 一 r 通信 J 一 r ネットワーク接 
続 J をクリック 

「ネットワーク接続」画面び表示されます。 

■ Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「プ□グラム」一「アクセヴ 
リ」一「通信」一「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」をクリック 

■ Windows Vista の場合： 

①©(スタート）一 r 接続先」をクリック 


3 接続巧をダブルクリック 
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n 各項目を巧!認して[ダイヤル]をクリック 

•「ダイヤル」には、ダイヤルアップネットワーク 
に設定した接続先の番号び表示されます。 

• 接続先び mopera U / mopera の場合は、「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でを接続 
でさます。 

•0 S によっては、接続完了画面び表示されること 
びあります。[日のをク U ックしてください。 



通信を切断ずるには 


ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があり 
ます。確実に切断するには、次の操作を行ってくださ 
い。 

例 Windows XP の場合 

1 タスクトレイの夕をクリック ► [切断]を 
ク U ック 

■ Windows 2000の場合： 

①タスクトレイの單をクリック ► [切断]を 
ク IJ ック 

■ Windows Vista の場合： 

① ©(スタート）一 r 接続先」をクリック 

② 接続しているダイヤルアップを選択一「切 
断」をクリック 



AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設 
定するためのコマンド（命を）でず。 

FOMA 端末は、 AT コマンドに準拠しさらに拡張コマン 
ドの一部や独自の AT コマンドをサポートしています。 


AT コマンドについて 


■ AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に 「 AT 」 を付けて 
入力します。半角英数字で入力してください。次に 
入力例を示します。 

ATDJi«99* * 5!«3 #回 

コマンド パラメータ Enter キーを 巧します 
AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や 
記号）を含めて、 ] 行で入力します。 ] 行とは最初 
の文字から回を押した直前までの文字のことで、 
] 日0文字 （「 AT 」 含む）まで入力できます。 

■ AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソ 
コンをターミナルモードにしてください。 

ター三ナルモードとは、パソコンを]台の通信端末 
(ター三ナル）のよラに動作させるモードです。キー 
ボードから入力した文字び通信ポートに接続され 
ている機器や回線に送られます。 

• オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通常 AT コマンド 
で FOMA 端末を操作する場合は、この状態で行い 
ます。 

•オンライン データ モード 
FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとさ 
に AT コマンドを入力すると、送られてさた文字を 
そのまま通信先に送信して、通信先のモデムを誤 
動作させることびあります。通信中は AT コマンド 
を入力しないで < ださい。 

•オンラインコマンドモード 
FOMA 端末び通信中の状態でち、 AT コマンドで 
FOMA 端末を操作でさる状態です。その場合、通 
信先との接続を維持したまま AT コマンドを実行 
し、終了すると再び通信を続けられます。 
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おし 6 せ 


• 外部接続機器から 64K データ通信/テレビ電話通信を 
行ラ場合、 2in] び A モードまたはデュアルモードのとさ 
は A ナンバーで発信します。目モードのとさは目ナンバー 
で発信します。 


オンラインデータモードとオンラインコマ 
ンドモードを切り替える 


FOMA 端末をオンラインデータモードからオンライン 
コマンドモードに切り替えるには、次の方法がありま 
す。 

•「+++」コマンドまたは rs2」 レジスタに設定した 
コードを入力します。 

•「AT&D]」 に設定されているときに、 RS-232Cr》l 
の ER 信号を OFF にします。 

オンラインコマンド モー ドからオンラインデータ モー 
ドに切り替えるには、 「 ATO 回」と入力します。 

《 ] : US 目インタフエースにより、 RS-232C の信号線び 
エ S ュレートされていますので、通信アプ U ケー 
シヨンによる RS-232C の信号線制御び有効になり 
ます。 
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AT コマンドー覧 


•AT コマンド入力時に、使用している PC や通信ソフトのフォント設定により、「¥」を入力してを「\」と表示 
される場合びあります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値び記録されないことびあります。 

• ここで説明するのは FOMA D90 己 i Modem P 日けで使用できる AT コマンドです。 


《 ] : AT&F コマンドで設定び初期化されます。 

《2 : AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶でき、 ATZ コマンドで復元できます。 

「なし」：表示コマンド、テストコマンドびない AT コマンドです。 

[] :省略でさるパラメータです。 


コマンド 

概要•パラメータ 

AT 

AT コマンドを使用できる状態のときに 「0 K 」 を表示します。 

1例 

設定1 AT 1表示1なし 1テスト1なし 

AT%V 

FOMA 端末のパ'-ジョンを rverx . xxj の形式で表示します。 

1例 

設定1 AT%V 1表示1なし 1テスト1なし 

AT&C い] 

DTE への回路 CD 信号の動作条件を選択します。 

n =0: 回路 CD 信号を常に ON にします。（パラメータ省略時） 

n = l :回路 CD 信号は相手モデムの状態に従って変化します。（お買い上げ時） 

《1'《2 1例 

設定1 AT & C 1 1表示1なし 1テスト1なし 

AT&D[n] 

オン 

動作 

n =0 

n=l 

n =2 

ラインデータモードの場合に、 DTE から受け取る回路 ER 信号び ON から OFF に変わったときの 
を設定します。 

ER 信号の状態を無視します（常に ON )。 （パラメータ省略時） 

ER 信号び ON から OFF に変わるとオンラインコマンドモードになります。 

ER 信号び ON から OFF に変わると回線を切断し、オフラインモードになります。（お買い上げ時） 

《1、《2 1例 

設定1 AT&Dl 1表示1なし 1テスト1なし 

AT&E[n] 

接続時の速度表示仕様を選択します。 

ATX コマンドび n =0 切外の場合に有効です。 
ri 二0 ■ 無線区間通1己速度を表71^します。 

n = l :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示します。（お買い上げ時） 

《1、《2 例 

設定1 AT & E 1 1表示1なし 1テスト1なし 

AT&F[0] 

FOMA 端末をお買い上げ時の状態に戻します。着信中に実行すると、着信には影響を与えずに、 
FOMA 端末をお買い上げ時の状態に戻します。通信中は通信を切断 （「 NOCARWER 」 を表示）し 
てからお買い上げ時の状態に戻します。 

1例 

設定1 AT&FO 1表示1なし 1テスト1なし 

AT&S[n] 

FOMA 端末の出力する DR 信号の制御を設定します。 
n =0: 常に ON にします。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l :回線接続時に DR 信号を ON にします。 

《1'《2 例 

設定1 AT&SO 1表示1なし 1テスト1なし 

AT&W 脚 

現在の設定値を FOMA 端末に書さ込みます。 

1例 

設定1 AT&WO 1表示1なし 1テスト1なし 

AT*DANTE 

電波の強さ（受信レベル）を r * DANTE : m 」 のお式で表示します。 

m =0: 圏外 m =] 〜 3: F 0 MA 端末に表示されるアンテナの本数 （ m = l :〇本または]本)。 

1例 

設定 1 AT*DANTE | 表示 | AT * DANTE ? | テスト | AT * DANTE =? 

AT*DGANSM=n 

パケット着信呼に巧して、着信拒否、着信許可を設定します。 
n =0: 着信拒否設定と着信許可設定を OFF にします。（お買い上げ時） 
n = l :着信拒否設定を ON にします。 n =2: 着信許可設定を ON にします。 

1例 

設定 1 AT * DGANSM =0 | 表示 | AT * DGANSM ? | テスト | AT * DGANSM =? 

AT*DGAPL=n[,cid] 

パケット着信呼に巧して、着信を許可する接続先 ( APN ) を設定します。 APN は 「+ CGDCONT 」 で 

定義された cid ノ（ラメータを使用します。 

ri =0: cicl で定義された APN を着信許可 U ストへ追加します。 

n = l : cid で定義された APN を着信許可 U ストから削除します。 

cid パラメータを省略すると、すべての cid を追加または削除します。 

1例 

設定 1 AT * DGAPL =0，1 1 表示 1 AT * DGAPL ? | テスト | AT * DGAPL =? 
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コマンド 

概要•パラメータ 

AT*DGARL=n[,cid] 

パケット着信呼に対して、着信を拒否する接続先 ( APN ) を設定します。 APN は 「+ CGDC 0 NT 」 で 

定義された cid ノ（ラメータを使用します。 

ri =0: cicl で定義された APN を着信拒否 U ストへ追加します。 

n = l : cid で定義された APN を着信拒否 U ストから削除します。 

cid パラメータを省略すると、すべての cid を追加または削除します。 

1例 

設定 1 AT * DGARL =0，1 | 表示 | AT * DGARL ? | テスト | AT * DGARL =? 

AT*DGPIR=n 

パケット通信時の番号通知、非通知を設定します。発信時、着信時に有効です。 
n =0: パケット通信確立時に、 APN をそのまま使用します。（お買い上げ時） 
n = l : パケット通信確立時に、 APN に「184」を付けます。 
n =2: パケット通信確立時に、 APN に「18目」を付けます。 

1例 

設定1 AT * DG 円 R =0 1表示1 AT * DG 円 R ? I テスト I AT * DG 円 R =? 

AT*DRPW 

受信電力指標を r * DRPW : m 」 の形式で表示します。 m : 〇〜7已 

1例 

設定1 AT*DRPW 1表示1なし 1テスト1 AT * DRPW =? 

+++ 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えます。エスケープ 
ガード区間は、]秒間の固定です。 

1例 

設定1 +++ 1表示1なし 1テスト1なし 

AT+CAOC 

直前の通話料を表示します。 

1例 

設定 fAT+CAOC ] 表示 1 — AT + CAOC ? '[テスト] AT + CAOC =? 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を 「+CBC : bcs . bclj の形式で表示します。 

bcs =0: 電池パックから電源の供給あり 

bcs = l :電池パックから電源の供給なし 

bcs =2: 電池パックび取り外されている 

bcs =3: 電源供給エラー 

bcl =0: 電池残量なしまたは電池パックび取り外されている 
bcl = l 〜100:電池残量あり 

1例 

設定1 AT+CBC 1表示1なし 1テスト1 AT + CBC =? 

AT+CBST=n ， 1，0 

利用する回線を設定します（ベアラヴービス設定)。 
n = l 16:目 4 K データ通信（お買い上げ時） 
n =134: 目 4 K テレビ電話 

《1、《2 例 

設定 1 AT + CBST =] mi’O 1 表示 1 AT + CBST ? | テスト | AT + CBST =? 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示します。 <*' P 38 

1例 

設定1 AT+CEER 1— 表示 1— なし 1— テスト | AT + CEER =? 

AT+CGDC0NT 

パケット通信時の接続先 ( APN ) を設定します。 * P 3 日 

AT+CGEQMIN 

パケット通信確立時に、ネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどラかの 
判定基準を登録します。 * P 38 

AT+CGEQREQ 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 * P 39 

AT+CGMR 

F 日 MA 端末のノ（ージョンを1目巧の数字で表示します。 

1例 

設定 AT+CGMR 表示 なし^ テスト AT + CGMR =? 

AT+CGREG=[n] 

ネットワーク登録状態を通知するかどラかを設定します。通知される内容は、圏内または圏外です。 
n =0: 通知しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l : 通知します。 r + CGREG : n , statJ の形式で通知されます。 

stat =0: 圏外 stat = l :圏内 ( home ) stat =4: 不明 stat = 已:圏内 ( visitor ) 

《1'《2 1例 

設定 1 AT + CGREG =1 1 表示 1 AT + CGREG ? | テスト | AT + CGREG =? 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

1 例 

設定1 AT+CGSN 1表示1なし 1 テスト 1 AT + CGSN =? 

AT+CLIP=[n] 

目 4 K データ通信の着信時に、相手の発信者番号をパソコンに表示します。 
n =0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l :表示します。 

AT + CUP ? を入力すると、 r + CUP : n ， m 」 び表示されます。 

m =0: 発信時に相手に発信者番号を通知しないネットワーク設定 
m = l : 発信時に相手に発信者番号を通知するネットワーク設定 m =2: 不明 

《1、《2 例 

設定 |- AT + CUP =0 ] 表示 l — AT + CLIP ? '[テスト] AT + CLIP =? 

AT+CL 旧 =[n] 

日 4 K データ通信の発信時に、電話番号を巧手に通知するかどラかを設定します。 
n =0: サービス契約の設定に従います。（パラメータ省略時） n = l : 通知しません。 
n =2: 通知します。（お買い上げ時） 

AT + CUR ? を入力すると、 r + CUR : n ， m 」 を表示します。 

m =0: CUR び起動していません。（常時通知） m = l : CUR び起動しています。（常時非通ミの 
m =2: 不明 m =3: CUR テンポラ U - モード（非通知デフォルト） 
m =4: CUR テンポラ U —モード（通知デフォルト） 

1 例 

設定 1 AT + CLIR =0 1 表示 1 AT + CLIR ? I テスト I AT + CLIR =? 
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コマンド 


概要•パラメータ 


AT+CMEE=[n] 


《 1'《2 


FOMA 端末のエラーレポートの形式を設定します。 * P 38 


n =0 

n=l 

n =2 


「 ERROR 」 を表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
r+CME ERROR : xxxxj の形式 （ xxxx は数字）で表示します。 
r+CME ERROR : xxxxj の形式 ( xxxx は文字）で表示します。 


[例 


設定 ] AT + CMEE =0 


3表示 IAT + CMEE ? 


[テスト l ] AT + CMEE =? 


AT+CNUM 


FOMA 端末の自局番号を表示します。 r + CNUM :，" number ", type 」 の形式で表示します。 
number : 電話番号 

type =129: 「+81」を表示しません。 type =14 已：「+81」を表示します。 


[例 


設定 Jat+cnum 


[表ル I ;なし 


[テスト l ] AT + CNUM =? 


AT+COPS=n,2,oper 


接続する通信業者の選が方法を設定します。 


n =0 

n=l 

n =2 

n =3 

n =4 

open 


オート（ネットワークを自動検索して接続します。）（お買い上げ時） 

マニュアル （ oper に指定した通信業者に接続します。） 

通信業者との接続を解除（切断）します。 

マッピングしません。 

oper に指定された通信業者に接続できなかったとを、自動検索して接続します。 
PLMN Number を1目進数で設定します。 


1例 


設定 Jat + cops=i 


] 表示] AT + COPS ? 


] テスト ] AT + COPS =? 


AT+CPAS 


FOMA 端末び外部機器と制御信号を送受信できる状態かどうかを r + CPAS : nJ の形式で表示します。 
n =0: 可能 n = l : 不可能 n =2: 不明 n =3: 可能かつ着信中 n =4: 可能かつ通信中 


[例 


設定 AT+CPAS 


[轰ル I ;なし 


[テスト l ] AT + CPAS =? 


AT+C 円 N="pin" 
[■‘‘newpin’’] 


円 N ] /円 N 2コードや円 N □ック解除コードび入力要ホされたとさにこれらのコード入力します。 
AT + C 円 N ? を入力すると現在の状態を r + CPIN : codeJ の形式で表示します。 code の値によって、 
次表のように pin 、 newpin を指定して AT + C 円 N =" pirr ’[， Tiewpirr ’] を実行します。 


code 

状態 

pin 

n 有 wpin 

READY 

入力要求なし 

一 ^^^ 

^-^-^ 

SIM PIN 

円 N ] コード入力待ち 

PIN 口ード 

なし 

SIM 円 N 2 

PIN 2 コード入力待ち 

円 N 2コード 

なし 

SIM PUK 

円 N ] □ック状態 

円 N □ック解除コード 

新しい PIN ] コード 

SIM PUK 2 

円 N 2□ック状態 

円 N □ック解除コード 

新しい PIN 2 コード 


1例 


設定 JaT + C 円 N =‘‘0000’’ I ]表示 I AT + CPIN ? 


] テスト ] AT + C 円 N =? 


AT+CR=[n] 


《 1'《2 


回線接続時に 「 CONNECT 」 び表示される前に、通信の種別（パケット通信または目 4 K データ通信） 

を表示するかどラかを設定します。 

ri =0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 

n = l : 表示します。 r + CR : servJ の形式で表示します。 

serv = SYNC : 日 4 K データ通信 serv = GPRS : パケット通信 


[例 


設定 [ at + cr=o 


] 表示] AT + CR ? 


[テスト l ] AT + CR =? 


AT+CRC=[n] 


《 1、《2 


着信時に + CRING : type の U ヴルトコードを使用するかどラかを設定します。 
ri =0:+ C 阿 NG : type の U ヴルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l : + CRING : type の U ヴルトコードを使用します。応答例はけ下のとおりです。 

パケット通信 ... + CRING:GPRS " PPP "，，，" mopera . net " 

目 4 K データ通信… + C 阿 NG:SYNC 


[例 


設定 ] AT + CRC =0 


] 表示 lAT + CRC ? 


[テスト l ] AT + CRC =? 


AT+CREG=[n] 


圏内/圏外情報を表示するかどラかを設定します。 
n =0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） n = l : 表示します。 
AT + CREG ? を入力すると、 r + CREG : n , statJ の形式で表示します。 

stat =0: 圏外 stat = l :圏内 ( home ) stat =4: 不明 stat =5: 圏内 ( visitor ) 


《]、戸2[传 IJ 


設定 [ AT + CREG =0 


] 表示] AT + CREG ? 


] テスト] AT + CREG =? 


AT+CUSD=n ， "str"[ ， 0] 


ネットワークサービスの追加サービス （ USSD ) の問合せや設定を行います。 
口=0:中間 U ヴルトを応答しません。（お買い上げ時） 
n = l : 中間 U ヴルトコードを 「+ CUSD : m ，" str "，0」 の形式で表示します。 
m =0: 情報を要ましない m = l :情報を要求する 
str : ドコモから通知されたサービスコード 


例 

設定 

AT + CUSD =1, 

表示 

AT + CUSD ? 

テスト 

AT + CUSD =? 



"ネ] 48*1*0000#"，0 






AT+FCLASS=0 

《1' 戸_[例 


FOMA 端末びサポートする通信種別を設定します（設定値は変更でさません)。データのみヴポー h 
します。 


設定 IaT + FCLASS =0 I ]表示 l ]^ T + FCLASS ? 


[テスト l ] AT + FCLASS =? 
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コマンド 

概要•パラメータ 

AT+GCAP 

FOMA 端末びサポートしている AT コマンドの範囲を 「+ GCAP : n ， ri ， ri 」 の形式で表示します。 
n =+ CGSM : GSM コマンドの一部またはすべてをサポート 
n =+ FCLASS : + FCLASS コマンドをサポート 
n =+ W : + W コマンドをサポート 

1例 

設定1 AT+GCAP 1表示1なし 1 テスト 1 AT + GCAP =? 

AT+GMI 

F 0 M A 端末の製造会社名を表示します。 

1例 

設定1 AT+GMI 1表示1なし 1 テスト 1 AT + GMI =? 

AT+GMM 

FOMA 端末名を表示します。 

1例 

設定 IAT+GMM 1表示1なし 1テスト1 AT + GMM =? 

AT+GMR 

F 0 M A 端末のノ（ー ジョンを表示します。 

1例 

設定1 AT+GMR 1表示1なし 1 テスト 1 AT + GMR =? 

AT+IFC=[n，[m]] 

パソコンと FOMA 端末間の□-カルフ□-制御ち式を設定します。 
n は DCE by DTE の制御を設定します。 

n =0: フ□-制御しません。 n = l : XON / XOFF フ□-制御します。 
n =2: RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御します。（お買い上げ時） 
m は DTE by DCE の制御を設定します。省略すると DCE by DTE と同じ入力値になります。 
m =0: フ□-制御しません。 m = l : XON / XOFF フ□-制御します。 
m =2: RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御します。（お買い上げ時） 

パラメータをすべて省略すると、 AT + IFC =2,2 になります。 

《1'《2 1例 

設定 1 AT + IFC =2,2 1 表示 1 AT + IFC ? I テスト I AT + IFC =? 

AT+WS4 巨=[22] 

発信時に FOMA 端末び使用する無線ネットワークを設定します。 

《1、《2 1例 

設定 1 AT + WS 46=22 | 表示 | AT + WS 46? | テスト | AT + WS 46=? 

ATA 

パケット通信、目 4 K データ通信の着信時に着信処理をします。パケット着信中には次のコマンドび 
入力でさます。 

ATA 1 84:発信者番号通知なし着信 ATA 1 8目:発信者番号通知あ0着信 

1例 

設定1 ATA 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

A/ 

直前に実行したコマンドを再実行します。 

1 例 

設定1 A / 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATD 

パケット通信または日 4 K データ通信の発信をします。 

•パケット通信… 「 ATD *99*** cicl #」 の形式で入力します。 cid パラメータを省略すると、 cid=l 
になります。 

「 ATD ]84*99」 で始まる形式で入力した場合、指定した cid パラメータの APN に対して184 (発 
信者番号通知なし）び付加されます （18 日でち同様です)。 

•目 4 K データ通信… 「 ATD 電話番号」の形式で入力します。 

- U ダイヤル発信… rATDLJ または 「 ATDN 」 のお式で入力します。 

1 例 

設定1 ATD 電話番号 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATE い] 

パソコンから送信された文字をエコーバックします。 

ド〇:エコーバックしません。（パラメータ省略時） 
n = l エコーバックします。（お買い上げ時） 

《1、《2 例 

設定1 ATEO 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATH 

通信を切断します。 

1 例 

設定1 ATH 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATI い] 

認識コードを表示します。 

n =0 :「NTT DoCoMo 」 と表示します。（パラメータ省略時） 

n = l : FOMA 端末の機種名を表示します。 n =2: F 0 MA 端末のバージョンを表示します。 

1 例 

設定1 ATIO 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATO 

オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに移行します。 

1 例 

設定1 ATO 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATQ[n] 

パソコンに U ヴルトコードを表示するかどラかを設定します。 
n =0: U ヴルトコードを表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l : U ヴルトコードを表示しません。 

《1、《2 例 

設定1 ATQO 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATV い] 

リヴルトコードの表示ち法を設定します。 
n =0: 数字で表示します。（パラメータ省略時） 
n = l : 文字で表示します。（お買い上げ時） 

《1、《2 例 

設定1 ATV 1 1表示1なし 1 テスト 1 なし 
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コマンド 

概要•パラメータ 

ATX い] 

ビジートーン検出、ダイヤルトーン検出、通信速度表示を設定します。 

n =0: ビジー]-ーン検出なし、ダイヤル!-ーン検出なし、通信速度表示なし。（パラメータ省略時） 

n = l : ビジートーン検出なし、ダイヤル!-ーン検出なし、通信速度表示あり。 

n =2: ビジー!-ーン検出なし、ダイヤル!-ーン検出あり、通信速度表示あり。 

ri =3: ビジートーン検出あり、ダイヤル!-ーン検出なし、通信速度表示あり。 

n =4: ビジー!-ーン検出あり、ダイヤル!-ーン検出あり、通信速度表示あり。（お買い上げ時） 

《1、《2 「例 

設定1 ATX 1 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATZ 

FOMA 端末の設定を AT & W で記憶させた不揮発メモ U の内容に復元します。パケット通信または 
目 4 K データ通信の着信中に入力したとさは、着信には影響を与えずに復元します。通信中に入力す 
ると、通信を切断してから復元します。 

[IT 

設定1 ATZ 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATSO=[n] 

FOMA 端末で自動着信するまでの呼出 （ RING ) 回数を設定します。 
n =0: 自動着信しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） n = l 〜2已已 

《1、《2 。列 

設定1 ATS 0=0 1表示1 ATS 0? 1テスト1なし 

ATS2=[n] 

エスケープキャラクタを設定します。 

n =0 〜] 27 (4 式お買い上げ時、0:パラメータ省略時、 ] 2スエスケープ処理を無効にする） 

[W 

設定1 ATS 2=43 1表示1 ATS 2? |テス h |なし 

ATS3=[13] 

AT コマンドの文字列の最後を認識する復帰に R ) キャラクタを設定します（設定値は変更でさませ 
ん)。エコーバックされたコマンド文字列と U ヴルトコードの最後に付けられます。 

[W 

設定 | ATS 3=13 1表示 | ATS 3? |テスト|なし 

ATS4=[10] 

改行 ( LF ) キャラクタの設定をします（設定値は変更でさません)。英文字で U ヴルトコードを表示す 
る場合に、復帰に R ) キャラクタの次に付けられます。 

\w 

設定1 ATS 4=10 1表示1 ATS 4? I テスト I なし 

ATS5=[8] 

AT コマンド入力中に、入カバッファの最後のキャラクタを削除するバックスペース旧 S ) キャラクタ 
を設定します（設定値は変更でさません)。 

\w 

設定1 ATS 已=8 1表示1 ATS 曰？ 1テスト1なし 

ATS 巨 =[n] 

ダイヤルするまでのポーズ時間を設定します。このコマンドを使用してち、レジスタは設定されます 
び、動作しません。 

n =2 〜] 0:単位は秒。（已:お買い上げ時、パラメータ省略時） 

\w 

設定 | ATS 6=5 1表示 | ATS 6? |テスト|なし 

ATS8=[n] 

カンマダイヤル機能（ポーズ時間）を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定され 
ますび、ポーズ時間は3秒で固定です。 

n =0 〜2已日：単位は秒。 （3: お買い上げ時、0:パラメータ省略時） 

\w 

設定1 ATS 8=3 1表示1 ATS 8? |テスト|なし 

ATS10= い] 

自動切断までの遅延時間を設定します。このコマンドを使用してち、レジスタは設定されますび、動 
作しません。 

n = l 〜2已已：単位は1/10秒。 （1: お買い上げ時、パラメータ省略時） 

《1、《2 。列 

設定 | ATS 10=] 1表示 | ATS 10? 1テスト1なし 

ATS30=[n] 

データ転送びなかった場合、通信を切断するまでの時間を設定します。目 4 K データ通信の場合に有 
効です。 

n = l 〜2已已:単位は分。 n =0: 切断しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 

[ W ~ 

設定1 ATS 30=0 1表示1 ATS 30? |テスト|なし 

ATS103=[n] 

着ヴブアドレスを付けて発信するとさの区切りに使ラ記号を設定します。目 4 K データ通信の場合に 
有効です。 

n =0:* (パラメータ省略時） n = l :/ ( お買い上げ時） n =2:¥ 

\ w ~ 

設定 | ATS ] 03=0 1表示1 ATS ] 03? |テスト|なし 

ATS104= い] 

発ヴブアドレスを付けて発信するとさの区切りに使ラ記号を設定します。目 4 K データ通信の場合に 
有効です。 

n =0:# (パラメータ省略時） n = l :% (お買い上げ時） n =2: & 

\ w ~ 

設定1 ATS ] 04=0 1表示 IATS 104? |テスト|なし 

AT¥S 

コマンドの設定内容と S レジスタを表示します。 

[IT 

設定1 AT¥S 1表示1なし 1テスト1なし 

AT¥V[n] 

接続時に拡張リヴルトコードを使用するかどラかを選択します。 

ATX コマンドのパラメータび ri = l 〜4の場合に有効です。 

ド〇:拡張 U ヴルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l :お張 U ヴルトコードを使用します。 

《1、《2 。列 

設定 | AT ¥ V 0 1表示1なし 1テスト1なし 
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切断理由一覧 


■ パケッ ト 通信 


値 

理由 

26 

APN び存在しない、または正しくありません。 

27 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約びされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありません 
でした。 

19 

相手を呼び出しましたび応答びありません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効 
ではありません。 

6 已 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信した、または着信を 
受けました。 


エラーレポートー覧 


数字 

表示 

文字表示 

理由 

1 

no conn 己 ction 
to phone 

FOMA 端末び接続されていませ 
Aj 。 

10 

SIM not 
inserted 

FOMA カードびセットされてい 
ません。 

]已 

SIM 

wrong 

FOMA カード政がの SIM 
(FOMA 力ードに相当するに 
カード）び挿入されています。 

16 

incorrect 

password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


AT コマンドの補足説明 


■ コマンド名： AT+CGDCONT= [パラメータ] 

パケット発信時の接続先 ( APN ) を設定します。 

書式 

AT + CGDC 日 NT 二 [< cid > [. "< PDP _ TYPE >" 

[， "< APN >"]]] 

パラメータ 説明 

く cicl > : ] 〜] 0 

お買い上げ時、 cidl には 「 mopera . ne . jp 」、 cid 3 
には 「 mopera . net 」 び登録されています。 
< PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :任意 


実欄 

rabcj という APN 名を PPP 接続で登録する場合の 
コマンド（く cicl > 二2の場合） 

AT + CGDC 0 NT 二2， " PPP ", " abc " 

パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGDC 0 NT = 

すべてのく cicl > の設定をクリアします。ただし、 
「く cicl > 二1」と「く cicl > 二3」の設定はお買い 
上げ時の状態に再設定されます。 
AT + CGDC 0 NT 二く cicl > 

指定されたく cicl > の設定をク U アします。ただ 
し、「く cicl > 二1」と「く cicl > 二3」の設定はお 
買い上げ時の状態に再設定されます。 
AT + CGDC 0 NT =? 

設定可能な値の U ストを表示します。 
AT + CGDC 0 NT ? 

現在の設定値を表示します。 

■ コマンド名： AT+CGEQMIN= [パラメータ] 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通 
知される QoS (サービス品質）を許容するかどラか 
の判定基準値を登録します。 

書式 

AT + CGEQMIN =[ < cid > [，，< Maximum 
bitrate UL > [，<Maximum bitrate DL >]]] 

パラメータ 説明 

< cid > :]〜10 

お買い上げ時、 cidl には 「 mopera . ne . jp 」、 cid 3 
には fmopera . netj び登録されています。 
<Maximum bitrate UL > :なしまたは 384 
く Maximum bitrate DL > :なしまたは3日48 
「Maximum bitrate UU および 「Maximum 
bitrate DU では、 FOMA 端末と基地局間の上り 
および下りの最低通信速度 （ kbps ) を設定しま 
す。「なし（お買い上げ時）」に設定した場合は、 
すべての速度を許容しますび、「384」および 
「3目48」を設定した場合、これらの速度未満の 
接続は許容されないため、パケット通信び接続さ 
れない場合びありますのでご注意ください。 

実行例 

( 1 ) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマ 
ンド（く cicl > 二2の場合） 

AT+CGEQMIN 二2 

に）上り 384 kbps /下り3目 48 kbps の速度のみ 
許容する場合のコマンド（く cicl > 二4の場合） 
AT + CGEQMIN =4，， 384,3648 

(3) 上り 384 kbps / 下りすベての速度のみ許容す 
る場合のコマンド（く cicl > 二己の場合） 
AT+CGEQMIN 二己，，384 

(4) 上りすベての速度/下り 3648 kbps の速度の 
み許容する場合の〕マンド（く cid 〉 二目の場合） 
AT+CGEQMIN 二6|，，3648 
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パラメータを省略した場合の動作 

AT + CGEQMIN 二 

すべてのく cid >の設定をク U アします。 
AT+CGEQMIN 二く cicl > 

指定されたく cid >をお買い上げ時の状態に戻し 
ます。 


リザルトコード 


•ATV [ n ] コマンド（か P 3 目）び n 二]に設定されて 
いる場合には文字表示湖期値)、 n =0 に設定されて 
いる場合には数字表示でリヴルトコードび表示され 
ます。 


AT + CGEQMIN =? 

設定可能な値の U ストを表示します。 
AT + CGEQMIN ? 

現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： AT + CGEQREQ = [パラメータ] 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要求 
する日 oS (サービス品質）を設定します。 

書式 

AT+CGEQREQ 二 [< cicl >] 

パラメータ説明 

上り 384 kbps /下り3日 48 kbps の速度で接続を 
要求するコマンドのみ設定巧能です。を cid にはそ 
の内容びお買い上げ時に設定されています。 

く cid > : ] 〜] 0 

お買い上げ時、 cidl には 「 m 叩 era . ne . jp」、cidS 
には fmopera . netj び登録されています。 

実欄 

(< cicl >=2 の場合） 

AT + CGEQREQ 二2 

パラメータを省略した場合の動作 

AT + CGEQREQ 二 

すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 


AT+CGEQREQ 二く cicl > 

指定されたく cid >をお買い上げ時の状態に戻し 
ます。 


AT + CGEQREQ 二？ 

設定可能な値の U ストを表示します。 
AT + CGEQREQ ? 

現在の設定を表示します。 


■ リザルトコード 


数字 

表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受付られません。 

6 

NO 

ダイヤル1-ーンの検出びでさま 


DIALTONE 

せん。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウトしました。 

100 

RESTRICTION 

通信ネットワークび混雑してい 
ます。しばらくしてから接続し直 
してください。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■ 拡張リザルトコード 

• AT & E コマンドび n 二0に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末- 
パソコン間の接続速度 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

]2已 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

3648000 bps 


• AT & E コマンドび n 二]に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末- 
パソコン間の接続速度 

已 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

]已 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 19200 

1 9200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 已7600 

已 7 巨00 bps 

19 

CONNECT 1 ]已200 

11 已200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


おし6せ 


•従来の RS -232 C で接続するモデムとのパソコンでの 
処理上の互換性を保つため通信速度の表示はしますび、 
FOMA 端末一 PC 間は FOMA 充電機能付 USB 接続ヶー 
ブル 0] (別売）で接続されているため、実際の接続 
速度と異なります。 
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■ 通信プ□トコルリザルトコード 


数字 

表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

日 4 K データ通信で接続 

3 

AV 64 K 

AV (テレビ電話）[日41<]で接続 

已 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX 0び設定されている場合 

AT ¥ V コマンド（か P 37) の設定に関わらず、接 
続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 
文き表示例： ATD ネ99ネネネ3# 

CONNECT (数字表示の場合は「1」） 

ATX 1び設定されている場合 

• ATX ] 、 AT ¥ VO び設定されている場合湖期値） 
接続完了のときに 、 CONNECT < FOMA 
PC 間の速度 > の書式で表示します。 

文き表示例： ATD ネ99ネネネ3# 

CONNECT 460800 (数き表示の 
場合は「121」） 

• ATX ]、 AT ¥ VI び設定されている場合※1 
接続完了のときに 、 CONNECT く FOMA 端末一 PC 
間の速度>く通信プロトコル>く接続先 APN >/ 
<上り方向 ( FOMA 端末^無線基地局間）の最高 
速度>/く下り方向（ド01\/1八端末^無線基地局間） 
の最高速度> ‘^ 2の書式で表示します。 

文字表示例： ATD 求99ネネネ3# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . net /64/384 (数字表示 
の場合は「1 2] 己」） 

FOMA 端末一 PC 間速度460800 bps で、 
mopera . net に、上り最大日 4 kbps 、 下り最大 
384 kbps で接続したことを表します。 

: ATX 1、 AT ¥ V ] を同時に設定した場合、ダイ 
ヤルアップ接続び正し < でさない場合びあり 
ます。 

ATX 1、 AT ¥ V 0 を設定した状態（初期値）で 
のご利用をおすすめします。 

《2: AT ¥ VI び設定されている場合、<接続先 
APN > A (降はパケットで接続している場合 
のみ表示されます。 


40 








